
三木ホースランドパークで開催された
みっきぃホースフェスティバル（５月３日）
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▼避難所一覧表（見本）

■
土
砂
災
害
の
前
兆

　
次
の
よ
う
な
前
兆
を
発
見
し
た
ら
直
ち
に
避
難

し
、
（市）
危
機
管
理
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

土
石
流
　

　
渓
流
や
谷
か
ら
土
砂
と
水
が
流
れ
て
き
て
、
家

な
ど
を
押
し
つ
ぶ
し
ま
す
。

山
鳴
り
、
急
に
川
の
水
が
濁
る
、
雨
続
き
な

の
に
川
の
水
位
が
急
に
下
が
る
　
な
ど

崖
崩
れ
　

　
大
雨
な
ど
で
、
斜
面
や
崖
が
崩
れ
落
ち
、
家
な

ど
が
崩
れ
落
ち
た
り
、
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
り
し
ま

す
。

崖
に
割
れ
目
が
見
え
る
、
崖
か
ら
水
が
噴
き

出
す
、
小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
落
ち
る
　
な
ど

地
滑
り
　

　
地
下
水
な
ど
が
原
因
で
、
粘
土
な
ど
滑
り
や
す

い
面
の
上
に
あ
る
地
面
が
ゆ
っ
く
り
動
き
出
し
ま

す
。

道
路
の
で
こ
ぼ
こ
や
ひ
び
、
擁
壁
の
ず
れ
、

水
田
の
稲
の
列
の
乱
れ
　
な
ど

ハザードマップ
はこちら

安全安心ネットの
登録はこちら

miki@bosai.net
に空メールを送信し、
登録してください。

■
普
段
か
ら
備
え
て
い
ま
す
か
？

　
近
年
、
局
地
的
に
非
常
に
激
し
い
雨
が
降
る

こ
と
が
多
く
な
り
、
川
の
水
位
の
急
激
な
上
昇

な
ど
、
洪
水
に
な
る
恐
れ
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
市
内
に
は
土
砂
災
害
が
発
生
す
る

恐
れ
の
あ
る
土
砂
災
害
警
戒
区
域
も
多
数
あ
り

ま
す
。

　
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て
、
気
象
情
報
の

収
集
や
避
難
所
、
危
険
区
域
の
確
認
な
ど
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
食
糧
・
飲
料
水
・
貴
重
品
を
入
れ
た

非
常
持
ち
出
し
袋
を
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
気
象
情
報
や
避
難
情
報
を
入
手

　
市
は
、
災
害
時
に
次
の
手
段
で
災
害
情
報
や

避
難
情
報
な
ど
を
市
民
の
皆
様
に
お
伝
え
し
ま

す
。

●
緊
急
エ
リ
ア
メ
ー
ル

●
三
木
安
全
安
心
ネ
ッ
ト

●
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

●
テ
レ
ビ

●
エ
フ
エ
ム
み
っ
き
ぃ

●
広
報
車
　
な
ど

　
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
ほ
か
、
三
木
安
全
安
心

ネ
ッ
ト
に
登
録
し
、
情
報
を
入
手
し
ま
し
ょ
う
。

■
避
難
所
を
確
認
！

　
地
区
ご
と
の
避
難
所
一
覧
表
を
６
月

中
に
配
布
し
ま
す
。
災
害
に
応
じ
た
避

難
所
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

災
害
に
応
じ
た
避
難
所
を
開
設

　
避
難
情
報
の
発
令
と
と
も
に
、
浸
水

や
土
砂
崩
れ
の
恐
れ
の
あ
る
場
合
は
、

洪
水
に
備
え
た
避
難
所
（
○
で
表
示
）、

土
砂
災
害
に
備
え
た
避
難
所
（
●
で
表

示
）
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

　
災
害
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、
こ
れ
ま

で
開
設
さ
れ
て
い
た
避
難
所
が
開
設
さ

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

危
険
区
域
の
確
認

　
危
険
区
域
は
兵
庫
県
Ｃ
Ｇ
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

前 兆 前 兆 前 兆

どうしたら
いいの？

見
　
本

見
　
本

いざというときのために

　　　風水害への備え

いざというときのために

　　　風水害への備え

■問（市）危機管理課
平成１６年１０月台風２３号による被害
（口吉川町里脇橋付近）



部落差別
－現在もなお存在する課題として－

●部落差別をなくす
　ための学習の推進
●情報モラル教育の
　推進
●総合隣保館の機能
　強化や全庁的な相
　談体制の充実

子ども
－生きる力が育ち、発揮できるように－

●いじめ、虐待、不登校などの未然防止および
　早期発見に向けた
　取組
●居場所づくりなど
　安全安心に暮らせ
　る環境づくり
●地域とともにある
　園（所）・学校づくり

障がい者－共生する社会へ－
●合理的配慮の提供
●障がい者が安全安
　心に暮らせる環境
　づくり
●地域などでの交流
　の場づくり

女性
－男女が共に活躍する社会へ―

●固定的な性別役割分担意識の解消に向けた教
　育・啓発
●女性が安全安心に暮らせる環境づくり
●男女共同参画センターの機能強化・相談体制
の充実

高齢者
－生きがいを持ちいきいきと－

●培ってきた知識や経験を生かした社会参加と
　世代間交流の推
　進
●高齢者が安全安
　心に暮らせる環
　境づくり
●地域などでの交
　流の場づくり

外国人
－多文化共生社会の実現に向けて－

●日本語教育や教科学習支援の充実
●相談体制の充実
　など、安全安心
　に暮らせる環境
　づくり
●地域づくりへの
　参画促進

その他
●ＨＩＶ感染者、ハンセン病回復者、特定疾患者の人権を守るための教育・啓発
●生活困難者への偏見をなくすとともに自立に向けた支援
●犯罪被害者の人権への配慮を啓発し、相談などを支援
●ＬＧＢＴなど性的少数者が自分らしく生きられるよう相談体制の整備および教育・啓発　　など

　
市
で
は
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
一
人

一
人
が
大
切
に
さ
れ
る
心
豊
か
な
ま
ち

三
木
市
を
つ
く
る
た
め
、
平
成
１３
年
に

「
三
木
市
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

を
施
行
し
、
人
権
を
基
調
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
同
和
問
題
、
女
性
、

子
ど
も
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
外
国

人
な
ど
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課

題
が
今
な
お
存
在
し
、
ま
た
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人
権
侵
害
、
い
じ
め

や
虐
待
、
就
労
問
題
な
ど
、
新
た
な
課

題
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
人
権
課
題
の
解
決
に
向
け
、

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
（
第

３
次
）、
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
（
第

３
次
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
計
画
に
則
し
て
人
権
教
育
・
啓
発
に

努
め
る
と
と
も
に
、
人
権
施
策
を
推
進

し
ま
す
。

　
今
一
度
、
人
権
に
つ
い
て
共
に
考
え

ま
し
ょ
う
。

■
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
を
策
定

　
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
の
さ
ら
な

る
取
組
を
進
め
る
た
め
、
平
成
３０
年
度

か
ら
７
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
「
三

木
市
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
計

画
（
第
３
次
）」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
基
本
計
画
お
よ
び
概
要
版
は
総
合
隣

保
館
、
市
立
公
民
館
、
市
立
図
書
館
に

あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

一
人
一
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
ま
ち

■問
（市）
人
権
推
進
課 

　
８
２
―
８
３
８
８

平成13年1月
に県内の市では
初めての人権条
例を施行

条例に基づいて、
人権尊重のまち
づくりに向けた
7年間の目標を
定めた計画

基本計画に基づき、毎年市の各部局にお
いて人権課題ごとに具体的な実施計画を
定め、人権尊重のまちづくりに向けた取
組を計画的、効果的に実施

基本計画の位置付け

人権尊重のまちづくり条例

人権尊重のまちづくり基本計画

計画推進の3本柱
●人権教育・啓発の推進
●人権行政・施策の推進
●人権尊重のまちづくりの展開

人権尊重のまちづくり実施計画

今後の主な取組・方向性

同和問題 女　　性

子 ど も 高 齢 者

障がい者 外 国 人
など

継続して存在する人権課題

インターネット
による人権侵害

急激な社会構造の
変化による人権の
多様化・複雑化

いじめ・虐待 就 労 問 題

など

新たな人権課題

人権に関する取組の重要性が
さらに高まる

▼
実
施
計
画
推
進
に
当
た
っ
て

　
の
ポ
イ
ン
ト

●
市
民
の
実
態
と
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

施
策
の
実
施

　
　
平
成
２８
年
度
の
市
民
意
識
実
態

調
査
の
結
果
を
も
と
に
、
現
状
と

課
題
を
踏
ま
え
施
策
を
実
施
し
ま

　
す
。

●
人
権
尊
重
を
基
盤
と
し
た
業
務
の

実
施

　
　
市
役
所
に
お
い
て
、
人
権
尊
重

の
視
点
か
ら
業
務
遂
行
の
あ
り
方

を
検
証
し
、
工
夫
や
改
善
を
行
い

ま
す
。

●
ネ
ッ
ト
社
会
に
対
応
し
た
施
策
の

推
進

　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

い
じ
め
や
人
権
侵
害
に
つ
い
て
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
対
応
し
ま

　
す
。

●
市
民
が
主
役
の
人
権
学
習

　
　
市
民
が
自
ら
参
加
し
た
く
な
る

よ
う
な
、
市
民
を
主
役
と
し
た
学

習
形
態
を
検
討
し
ま
す
。



人
権
の
目

み
っ
き
ぃ
ナ
ビ

相
　
談

子
育
て

教
室
・
講
座

催
　
し

施
　
設

く
ら
し

健
　
康

募
　
集

男
女
が
と
も
に
活
躍
す
る
た
め
に

〜
三
木
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
実
現
を
め
ざ
し
て
〜

濱
　
口
　
清
　
子

三
木
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
委
員
長

180

　
日
本
国
憲
法
に
、
個
人
の
尊
重
と
法

の
下
の
平
等
が
う
た
わ
れ
、
男
女
平
等

の
実
現
に
向
け
た
法
整
備
や
様
々
な
取

り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
て
７１
年
、
男
女

雇
用
機
会
均
等
法
施
行
か
ら
３２
年
。
そ

し
て
、
男
女
が
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊

重
し
つ
つ
責
任
も
分
か
ち
合
い
、
性
別

に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
の
個
性
と
能
力

を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実

現
を
め
ざ
し
た
「
男
女
共
同
参
画
社
会

基
本
法
」
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
１９
年
経

ち
ま
し
た
。

　
今
、
男
女
が
と
も
に
活
躍
で
き
る
社

会
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
国
や
県
、
三
木
市
の
意
識
調
査
の
結

果
に
お
い
て
は
、「
家
庭
」
や
「
学
校
」

「
地
域
」
で
、
徐
々
に
男
女
の
平
等
感

が
高
ま
り
広
が
っ
て
き
て
い
る
も
の
の
、

「
社
会
通
念
・
慣
習
等
」「
職
場
」「
政
治
」

で
は
男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
と
答
え

る
人
が
半
数
を
超
え
、
こ
れ
ら
の
分
野

に
お
い
て
は
ま
だ
ま
だ
男
女
共
同
参
画

が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
女
性
活
躍
関
連
デ
ー
タ
を
世
界
各
国

と
比
較
し
て
も
、
日
本
の
女
性
は
教
育

や
健
康
水
準
の
高
さ
に
比
べ
、
政
治
や

経
済
分
野
へ
の
参
画
は
極
端
に
低
い
水

準
で
、
女
性
の
能
力
を
活
か
し
き
れ
て

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
国
際
的
な
情
勢
や
日
本

の
少
子
超
高
齢
社
会
の
課
題
、
社
会
経

済
情
勢
の
急
速
な
変
化
に
伴
い
、
ま
す

ま
す
男
女
が
と
も
に
活
躍
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
、
平
成
２８
年
に
は
女
性
活
躍

推
進
法
が
施
行
さ
れ
て
、
職
場
に
お
け

る
女
性
の
活
躍
推
進
が
加
速
し
ま
し

た
。

　
そ
の
た
め
、
企
業
等
で
は
、
育
児
や

介
護
等
の
支
援
制
度
を
整
え
、
家
庭
生

活
と
両
立
で
き
る
職
場
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
が
、
制
度
は
で
き
て
も
活
用

し
に
く
い
職
場
の
風
土
や
男
性
管
理
職

等
の
女
性
活
躍
に
対
す
る
意
識
の
低
さ

な
ど
が
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
私
は
、
様
々
な
企
業
へ
の
訪
問
を
重

ね
る
中
で
、
か
つ
て
の
よ
う
に
、
あ
か

ら
さ
ま
に
、「
女
だ
か
ら
」
と
か
「
女

の
く
せ
に
」
と
い
っ
た
性
別
に
よ
る
差

別
的
な
言
動
や
「
男
は
仕
事
、
女
は
家

庭
を
守
る
べ
き
で
あ
る
」
と
い
っ
た
固

定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
を
押
し
付

け
る
人
は
少
な
く
な
っ
て
き
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
性
別
に
ま
つ
わ

る
無
意
識
の
偏
見
や
思
い
込
み
は
依
然

と
し
て
多
く
、
女
性
の
採
用
や
継
続
就

業
、
昇
進
昇
格
な
ど
に
大
き
く
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
学
校
教
育
に
お
い
て
も
、
中
学
校
が

平
成
５
年
、
高
等
学
校
で
は
平
成
６
年

か
ら
家
庭
科
が
女
子
の
み
の
必
修
か
ら

男
女
と
も
に
選
択
必
修
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
時
期
を
境
に
若
者
の
「
女

性
の
社
会
参
画
」
や
「
男
性
の
家
庭
参

画
」
へ
の
意
識
が
大
き
く
広
が
っ
た
よ

う
に
、
無
意
識
の
偏
見
や
思
い
込
み
を

無
く
し
て
い
く
た
め
に
、
家
庭
や
地

域
、
学
校
、
職
場
な
ど
あ
ら
ゆ
る
場

で
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ
た
教

育
・
研
修
の
重
要
性
を
実
感
し
て
い
ま

す
。
様
々
な
法
律
や
施
策
が
整
っ
て
も

そ
れ
ら
を
運
用
す
る
人
々
や
活
用
す
る

人
の
意
識
が
変
わ
ら
な
い
限
り
、
何
も

実
現
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
一
人

一
人
が
自
分
の
中
に
あ
る
無
意
識
の
偏

見
や
思
い
込
み
に
気
づ
き
、
そ
れ
を
意

識
し
て
、
周
り
の
人
々
に
一
方
的
に
押

し
付
け
な
い
よ
う
、
自
分
の
意
思
を
伝

え
る
こ
と
と
相
手
の
意
見
を
傾
聴
す
る

こ
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
な
が
ら
、
男

女
が
と
も
に
い
き
い
き
と
活
躍
で
き
る

よ
う
に
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
市
が
策
定
し
た
三
木
市

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン（
第
３
次
）を
読

ん
で
い
た
だ
き
、
市
民
の
皆
様
と
行

政
、
関
係
機
関
・
団
体
、
企
業
の
方
々

が
連
携
し
協
働
し
て
、
三
木
市
の
男
女

共
同
参
画
社
会
を
実
現
し
、
男
女
が
と

も
に
活
躍
で
き
る
社
会
を
次
世
代
に
継

承
し
て
い
け
る
よ
う
に
心
か
ら
祈
念
し

て
い
ま
す
。

すべての女性の活躍
●あらゆる分野の男
　女共同参画
●女性の能力発揮の
　促進と環境整備
●農業や商工業など
　自営業における女
　性の参画拡大

互いに支え合う家庭と地域
●地域ぐるみの家庭支援体制の充実
●地域における男女共同参画の推進

次世代への継承
●若者の就労と出会いの
　支援
●男女共同参画の視点に
　立った教育の推進

仕事と生活の両立支援
●働き方の見直し
　と男性の家庭・
　地域活動への参
　画促進
●ワーク・ライフ
　・バランスの理
　解と推進

男女が共に安心して生活できる環境整備
●生涯にわたる男女の健康対策
●男女を問わずあ
　らゆる暴力の防
　止と根絶
●多様な人々が安
　心して生活でき
　る環境の整備

■男女共同参画週間　6月23日～29日
男女共同参画センターでは、この週間にあわせ記念講演会を開催します。
今年は、男女共同参画社会の実現、女性の活躍推進においては欠かせない「ワーク・ライフ・バラ
ンス」がテーマとなっています。女性の方はもちろん、男性の方も多数ご参加ください。

●記念講演会「あなたと私のこれからの人生

～仕事（含家事・育児・介護）と生活のバランスを取るために～」

■日６月２３日（土）　午後１時３０分～３時
■場教育センター４階　大研修室
■講高嶋紀子さん（ウィメンズメッセージズ編集長）
■託１歳以上～就学前（■期６月６日（水）まで）
■問男女共同参画センター（こらぼーよ）　　89－2331

5つの基本目標

■
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

　
を
策
定

　
平
成
１６
年
度
に
三
木
市
男
女
共
同

参
画
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
総
合
的

か
つ
計
画
的
に
施
策
の
推
進
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
平
成
３０
年
度
か
ら
７

年
間
を
計
画
期
間
と
す
る
「
三
木
市

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
（
第
３
次
）」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　
プ
ラ
ン
お
よ
び
概
要
版
は
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
、
総
合
隣
保
館
、

市
立
公
民
館
、

市
立
図
書
館
に

あ
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

▼
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

　
を
め
ざ
し
ま
す

　
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
で
は
、
家

庭
や
地
域
、
学
校
、
職
場
な
ど
に
お

い
て
、
男
女
が
共
に
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
や
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
な
が
ら

い
き
い
き
と
活
躍
し
、
互
い
に
支
え

合
い
、
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ

う
に
、
市
民
と
行
政
、
関
係
機
関
や

団
体
の
方
々
が
協
働
し
て
男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

高嶋紀子さん

大切な人 自分 生き方
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平成29年度 水質検査結果

　
市
内
に
点
在
す
る
施
設
を
操
作
・
監
視
す
る
た
め
の

遠
隔
監
視
（
テ
レ
メ
ー
タ
）
シ
ス
テ
ム
を
更
新
し
ま
し

た
。

　
各
水
道
施
設
を
常
時
監
視
、
制
御
す
る
こ
と
で
無
駄

の
な
い
水
量
管
理
や
効
率
の
良
い
施
設
管
理
が
図
れ
、

故
障
・
事
故
な
ど
へ
の
早
急
な
対
応
が
可
能
で
す
。

　
今
後
も
更
新
さ
れ
た
テ

レ
メ
ー
タ
設
備
を
活
用
し
、

安
全
で
良
質
な
水
を
よ
り

安
定
し
て
供
給
し
ま
す
。

■問
（市）
水
道
工
務
課

　
水
道
は
暮
ら
し
を
守
る
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
で
す
。
市
で
は
、
給
水
開
始
か
ら
５０
数
年
が

経
過
し
、
老
朽
管
の
更
新
や
水
道
施
設
の
耐
震

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
人
口
減

少
な
ど
に
よ
り
、
皆
様
か
ら
い
た
だ
く
水
道
料

金
は
、
減
少
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
厳
し
い
状
況
で
す
が
、 

「
安
心
し
て
お
い
し

く
飲
め
る
水
道
水
を
、
い
つ
で
も
安
定
し
て
お

届
け
す
る
」
た
め
に
、
引
き
続
き
効
率
・
効
果

的
な
経
営
を
行
い
ま
す
。

■問
（市）
水
道
業
務
課
　
経
営
管
理
係

受
水
槽
の
管
理
者
の
皆
様
へ

　
マ
ン
シ
ョ
ン
、
学
校
、
病
院
な
ど
水
道
水
を
「
受

水
槽
」
に
受
け
て
か
ら
利
用
し
て
い
る
施
設
が
多
く

あ
り
ま
す
。

　
受
水
槽
の
有
効
容
量
が
１０

３ｍ
を
超
え
る
施
設
の
管

理
者
は
法
律
の
定
め
る
基
準
に
従
い
、
管
理
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

・
検
査
機
関
に
よ
る
検
査
を
１
年
に
１
回
以
上
受
検

す
る

・
受
水
槽
の
掃
除
を
１
年
に
１
回
行
う

　
ま
た
、
有
効
容
量
が
１０

３ｍ
以
下
の
「
小
規
模
貯
水

槽
」
に
お
い
て
も
、
法
律

に
準
じ
た
管
理
に
努
め
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

■問
（市）
水
道
業
務
課
　
給
水
係

●転入・転居で水道を使用・中止する
●売買、相続などにより名義人が変わる
●長期間留守にする　など

午前８時３０分
　　～午後５時
（土・日・祝日
などを除く）　

平
成
３０
年
度

　
　
　
水
道
事
業
予
算
　

テ
レ
メ
ー
タ
・
中
央
監
視
設
備
を
更
新

災
害
に
強
い
耐
震
型
水
道
管
を
導
入

窓口営業時間

　
新
た
に
採
用
す
る
水
道
管
（
Ｇ
Ｘ
形
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳

鉄
管
）
は
地
震
に
強
く
、
ま
た
外
面
耐
食
塗
装
も
改
良

さ
れ
、
さ
ら
な
る
長
寿
命
化
が
図
れ
ま
す
。
施
工
性
も

向
上
し
、
工
事
費
の
縮
減
が
期
待
で
き
ま
す
。
市
で
は
、

技
術
講
習
会
を
実
施
し
、
技

術
力
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

「
災
害
に
強
い
水
道
施
設
づ

く
り
」
を
め
ざ
し
、
順
次
、

水
道
管
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

■問
（市）
水
道
工
務
課

　給水管の老朽化などにより、宅内での漏水が多
く発生しています。
　メーター検針時に異常があればお知らせしてい
ますが、今一度、水道メーターを確認してください。
　漏水修理は、市の指定工事事業者に連絡してく
ださい。

■問（市）水道業務課　営業係

お宅の水道は漏れていませんか

第60回水道週間

■問（市）水道工務課　施設係（平成２９年４月～３０年３月）　＊年間平均値

項　　目 水質基準値
三木山

0

不検出

15

0.3未満

7.3

異常なし

異常なし

0.5未満

0.1未満

東　部

0

不検出

12

0.8

6.8

異常なし

異常なし

0.5未満

0.1未満

西　部

0

不検出

12

0.3未満

7.1

異常なし

異常なし

0.5未満

0.1未満

脇　川

0

不検出

15

0.4

7.1

異常なし

異常なし

0.5未満

0.1未満

広　野

0

不検出

13

0.3未満

7.1

異常なし

異常なし

0.5未満

0.1未満

自由が丘

0

不検出

12

0.6

6.9

異常なし

異常なし

0.5未満

0.1未満

配 水 区 域 名

城　山

0

不検出

16

0.3未満

7.2

異常なし

異常なし

0.5未満

0.1未満

小　林

0

不検出

19

0.3未満

7.6

異常なし

異常なし

0.5未満

0.1未満

北　部

0

不検出

18

0.7

7.4

異常なし

異常なし

0.5未満

0.1未満

畑　枝

0

不検出

17

0.8

7.2

異常なし

異常なし

0.5未満

0.1未満

パイロットを確認。
不使用時は動きま
せん。

三木の水道はすべて水質基準を満たしています

■問（市）水道業務課
　営業係

期間中、水道お客様
センター（上下水道
部庁舎内）来庁者に
は「粗品」を進呈し
ます。

「水道水　安全　おいしい　金メダル」
6月1日～7日

�「出典
　（公社）日本水道協会」

収入
１８億２，５８２万円

水道料金
14億6,873万円

不足額※
4億5,838万円

施設の建設改良などの経費
5億4,892万円

工事負担金
3,554万円

基金運営に
伴う収入
1,299万円

長期貸付金償還金
8,500万円

予備費
3,000万円

基金運営に伴う支出
1,299万円

その他
3億5,709万円

その他
1,101万円

施設の
減価償却費など
5億3,991万円

管理運営に係る経費
5,524万円使用量の検針や

徴収に係る経費
1億2,505万円

家庭に水を
送るための経費
1億5,259万円

受水費
(県水の購入費)
5億7,356万円

水をつくる
ための経費
(受水費除く)
2億5,674万円

施設整備に要する収入と支出
（資本収支のため消費税等込み表示）

経営活動に伴う収入と支出
（損益収支のため消費税等抜き表示）

※不足額は現金支出を伴わない減価償却費や営業による利益などで補います。

黒字額
１億１，１７２万円

こんな時は三木市水道お客様セン

ター　 82－2010までご連絡を

支出
１７億１,４１０万円

支出
１７億１,４１０万円

収入
１億３，３５３万円

支出
５億９，１９１万円
支出

５億９，１９１万円
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▼
対
象
者
（
次
の
す
べ
て
の
要
件
に
該
当
す
る
方
）

・
起
業
ま
た
は
第
二
創
業
を
す
る
日
に
お
い
て
、

市
内
に
住
所
お
よ
び
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る

法
人

・
補
助
金
の
交
付
決
定
を
受
け
た
日
か
ら
５
年
以

上
継
続
し
て
事
業
を
営
む
意
思
を
有
す
る

・
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

・
過
去
に
同
じ
補
助
金
を
受
け
て
い
な
い

▼
募
集
数
　
女
性
枠
２
件
、
若
手
枠
（
３５歳
未
満
）

１
件
、
一
般
枠
１
件

▼
補
助
対
象
経
費

　
事
務
所
開
設
費
（
事
務
所

　
の
賃
料
な
ど
）、
備
品
購

　
入
費
、
リ
ー
ス
料
（
車
両
の
購
入
は
除
く
）、

専
門
家
経
費
（
専
門
家
謝
金
な
ど
）、
事
業
費

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
広

告
宣
伝
費
、
通
信
費
、
運
搬
費
、
光
熱
水
費
）

▼
補
助
額

　
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
（
上
限
５０
万
円
）

▼
募
集
期
間

　
６
月
１１
日
（月）
〜
７
月
１２
日
（木）

　
　
申
請
書
類
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
三
木

市
中
小
企
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
指
導
お
よ

び
助
言
を
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■問
（市）
商
工
振
興
課
　
商
工
振
興
係

▼
対
象
者

・
起
業
・
創
業
を
め
ざ
す
方

・
起
業
・
創
業
に
関
心
の
あ
る
方

・
創
業
後
５
年
未
満
の
方

▼
日
時

　
６
月
３０
日
、
７
月
７
日
、
１４
日
、
２１
日

　（
土
曜
、
全
４
回
）

　
午
後
１
時
３０
分
〜
５
時
３０
分

▼
場
所

　
兵
庫
県
信
用
組
合
三
木
支
店
２
階
会

　
議
室
（
末
広
２
丁
目
３
０
５
―
３
）

▼
講
師
　
中
小
企
業
診
断
士

▼
内
容

　
創
業
支
援
事
業
計
画
に
基
づ
き
経
営
、

　
財
務
、
販
路
開
拓
、
人
材
育
成
の
４

　
つ
の
知
識
が
身
に
つ
く
講
座
（
特
定

　
創
業
支
援
事
業
）

▼
受
講
料
　
１，
０
０
０
円

　
　
創
業
支
援
機
関
で
は
連
携
し
て
、

　
創
業
セ
ミ
ナ
ー
を
４
回
開
催
し
ま
す
。

　
第
１
回
目
は
当
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

■問
・
■申
■込
兵
庫
県
信
用
組
合
三
木
支
店

　
　
　
　
　

８
２
―

９
２
０
４

市
内
の
商
店
街
で
お
店
を
持
ち
ま
せ
ん
か

け
ん
し
ん
創
業
塾
を
開
催

起
業
・
第
二
創
業
を

　
　
　
　
め
ざ
す
方
を
応
援

起
業
・
創
業
支
援

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

▼
募
集
期
限
　
６
月
２９
日
（金）

▼
助
成
内
容
　
家
賃
助
成
（
家
賃
の
２

　
分
の
１
以
内
、
上
限
月
額
７
万
円
以

　
内
）

▼
助
成
期
間
　
最
長
１２
ヵ
月
間

に
ぎ
わ
い
広
場
設
置
事
業

▼
募
集
期
限
　
平
成
３１
年
１
月
１８
日
（金）

▼
助
成
額
　
助
成
対
象
経
費
の
２
分
の

　
１
以
内
（
上
限
３０
万
円
）

■問
・
■申
■請
商
店
街
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

　
　
　
推
進
委
員
会
事
務
局

・
三
木
商
工
会
議
所

　
　
８
２
―

３
１
９
０

・
三
木
市
商
店
街
連
合
会

　
　
８
３
―

３
３
７
７

・
（市）
商
工
振
興
課
　
商
工
振
興
係

　
市
内
の
商
店
街
の
空
き
店
舗
を
活
用
し
て
商
売
な
ど
を
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
方

（
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
）
や
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
い
商
店
街
の
活
性
化
に
貢
献
す

る
事
業
（
に
ぎ
わ
い
広
場
設
置
事
業
）
に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
予
算
は
、
総
額
約
５０
億
円
で
す
。

　
施
設
の
維
持
管
理
な
ど
経
営
活
動
に
伴
う
支

出
の
う
ち
下
水
道
使
用
料
で
賄
え
な
い
不
足
額

は
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
約
６
億
２
千
万

円
で
補
て
ん
し
ま
す
。

　
ま
た
、
施
設
整
備
に
要
す
る
収
支
の
不
足
額

は
、
現
金
支
出
を
伴
わ
な
い
費
用
（
減
価
償
却

費
な
ど
）
を
経
理
す
る
こ
と
に
よ
り
内
部
に
留

保
さ
れ
た
資
金
な
ど
で
補
て
ん
し
ま
す
。

排
水
設
備
改
造
資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん
の
お
知
ら
せ

　
（市）
下
水
道
課
で
は
、
下
水
道
へ
の
接
続
工
事
を
す
る
方
に

市
内
の
融
資
取
扱
金
融
機
関
か
ら
資
金
が
借
り
ら
れ
る
融
資

あ
っ
せ
ん
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

▼
あ
っ
せ
ん
額
　
一
戸
に
つ
き
８０
万
円
以
内

▼
融
資
利
率
　
年
２．
４
％
（
平
成
３１
年
３
月
３１
日
ま
で
）

▼
返
済
方
法
　
６０
ヶ
月
以
内
の
元
利
均
等
返
済
（
ボ
ー
ナ
ス

　
返
済
の
併
用
も
で
き
ま
す
）

　
な
お
、
あ
っ
せ
ん
の
条
件
や
申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

平
成
３０
年
度
　
下
水
道
事
業
予
算
　

■問
（市）
下
水
道
課
　
下
水
道
業
務
係

経営活動に伴う収入と支出（損益収支のため消費税等抜き表示）

施設整備に要する収入と支出 (資本収支のため消費税等込み表示)

その他
7億4,285万円

その他
3,205万円

施設の減価償却費など
13億8,082万円

借金の利息
4億809万円

管理運営などに係る経費
3,995万円

使用量の検針や
徴収に係る経費
7,278万円

施設の維持管理費
5億9,295万円

下水道使用料
11億6,554万円

一般会計からの繰入金
6億1,956万円

国県からの補助金
1億7,100万円

その他
3億7,185万円

不足額※
7億3,663万円

その他
1,152万円

施設の建設改良
などの経費
6億2,243万円借金の返済

17億7,653万円

借金（企業債）
11億3,100万円

黒字額
１３１万円

※不足額は、現金支出を伴わない費用（減価償却費）などで補います。

【融資あっせんの流れ】
　事前に見積依頼、見積書を受領してから申請してください。

着工 竣工
工事

排水設備工事業者（指定工事店）

市（下水道課） 融資
決定

受付

融資の可否を決定 融資取扱金融機関

申請者（あなた）　　　　　

⑤回答が
　『可』なら
　ば工事へ

見積書受領事前に
見積依頼

①融資あっせん
　申請書提出

検査合格
ならば④回答 ⑥検査 ⑦通知

⑦融資依頼③回答②事前協議

⑧融資
　契約締結

事前協議をせずに着工した
工事は融資できません

収入
１６億７,３８５万円

支出
２４億１,０４８万円

収入
２５億２,７９５万円

支出
２５億２,６６４万円

広告
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催
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施
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ら
し

健
　
康

募
　
集

起
業
・
創
業
支
援

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
を
募
集

▼
対
象
者

　
６５
歳
以
上
の
市
民

▼
活
動
内
容

　
清
掃
、
行
事
の
手

　
伝
い
な
ど

■問
・
■申
■込
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動

　
プ
ラ
ザ
み
き

　
　
８
３
―

０
０
９
０

●
活
動
登
録
施
設
や
団
体
を
募
集

▼
対
象

・
市
内
で
定
期
的
に
高
齢
者
の
ボ

　
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
受
け
入
れ

　
が
可
能
な
施
設

・
市
内
で
定
期
的
に
無
償
で
ボ
ラ

　
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
団

　
体

■問
・
■申
■込

（市）
介
護
保
険
課
　
介
護
予
防
係

家
族
介
護
者
交
流
会

高
齢
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
事
業

介護保険 利用者負担のお知らせ　　　　■問・■申■請（市）介護保険課　保険給付係

▼
日
時
　
６
月
２１
日
（木）

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時

▼
場
所
　
教
育
セ
ン
タ
ー
３
階
　

　
セ
ミ
ナ
ー
室
２

▼
対
象
　
高
齢
者
の
お
世
話
を
し

　
て
い
る
方
、
ま
た
は
し
て
い
た

　
方

▼
内
容
　
音
楽
療
法
で
リ
フ
レ
ッ

　
シ
ュ

▼
申
込
期
限
　
６
月
１９
日
（火）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
窓
口

　
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■問
・
■申
■込

　
（市）
介
護
保
険
課
　
介
護
予
防
係

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
の
更
新
（
７
月
か
ら
）

　
現
在
の
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
（
高

齢
期
移
行
・
乳
幼
児
等
医
療
・
母
子
家

庭
等
医
療
・
重
度
障
害
者
医
療
・
高
齢

重
度
障
害
者
医
療
）
は
６
月
３０
日
で
有

効
期
間
が
終
了
し
ま
す
。

　
７
月
か
ら
の
受
給
者
証
の
更
新
は
、

平
成
２９
年
中
所
得
に
よ
り
判
定
し
（
乳

幼
児
等
医
療
は
所
得
制
限
な
し
）、
更

新
対
象
と
な
る
方
に
は
新
し
い
受
給
者

証
を
６
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
所
得

制
限
に
よ
り
受
給
者
証
を
交
付
で
き
な

い
方
や
申
請
が
必
要
な
方
に
は
通
知
し

ま
す
。

■問
（市）
医
療
保
険
課
　
福
祉
医
療
係

人
権
擁
護
委
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

　
長
年
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
４
名
の
方

が
、
５
月
３
日
に
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

▼
法
務
省
人
権
擁
護
局
長

　
感
謝
状
贈
呈

　
岩
崎
良
則
さ
ん
、
永
尾
康
代
さ
ん
、

　
實
井
憲
二
さ
ん

▼
近
畿
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

　
会
長
表
彰

　
藤
田
加
代
子
さ
ん

■■問
（市）
人
権
推
進
課
　

　
　
８
２
―

８
３
８
８

　
高
齢
者
が
市
の
指
定
す
る
施
設
や
団
体
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
た
場
合
、
活
動

実
績
に
応
じ
て
、
ポ
イ
ン
ト
が
給
付
さ
れ
、

こ
れ
に
対
し
て
交
付
金（
年
間
最
大
５
千
円
）

を
支
給
し
ま
す
。

歩
い
て
暮
ら
す
健
康
づ
く
り

〜
ヘ
ル
シ
ー
ウ
ォ
ー
ク
の
講
師
を
派
遣
〜

▼
対
象
者
（
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
）

・お
お
む
ね
６５
歳
以
上

・要
介
護
認
定
ま
た
は
療
育
手
帳
、
精

　
神
障
害
者
保
険
福
祉
手
帳
の
交
付
を

　
受
け
て
い
る

・障
が
い
者
総
合
支
援
法
の
障
害
支
援

　
区
分
の
認
定
を
受
け
て
い
る

▼
対
象
と
な
る
粗
大
ご
み

　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
困
難
ご
み
（
大

　
型
家
具
・
ソ
フ
ァ
ー
な
ど
）

▼
収
集
場
所
　
利
用
者
と
調
整
の
上
、

　
決
定
し
ま
す
。
た
だ
し
、
粗
大
ご
み

　
の
建
物
か
ら
の
搬
出
は
利
用
者
ま
た

　
は
代
理
人
が
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
利
用
限
度
　
２
回
／
年
度

▼
申
込
方
法
　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

　
だ
さ
い
（
受
付
は
平
日
午
前
９
時
〜

　
午
後
４
時
）。
収
集
担
当
者
が
訪
問

　
調
査
し
、
審
査
を
行
っ
た
上
で
利
用

　
決
定
し
ま
す
。

■問
・
■申
■込

　

（市）
環
境
課
（
清
掃
セ
ン
タ
ー
）

　
　
８
３
―

２
６
０
８

「
粗
大
ご
み
か
け
つ
け
隊
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
粗
大
ご
み
を
処
分
す
る
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
の
家
庭
を
訪

問
し
、
粗
大
ご
み
の
運
搬
お
よ
び
処
分
を
行
う
「
粗
大
ご
み
か
け
つ
け
隊
」
の
運
用

を
し
て
い
ま
す
。

　
健
康
運
動
指
導
士
が
皆
様
の
も
と
へ
出
か
け
、
正
し
い
歩
き
方
や
効
果
的
な
運
動

方
法
な
ど
一
人
一
人
に
あ
っ
た
健
康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

▼
日
時
　
月
〜
金
曜
　
午
前
９
時
〜

　
午
後
５
時
の
間
で
２
時
間
程
度

　（
原
則
１
回
）

▼
内
容
　
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
ウ
ォ
ー
キ

　
ン
グ
の
実
技
、
効
果
的
な
運
動
方
法

　
な
ど

▼
対
象
　
５
名
以
上
の
グ
ル
ー
プ

▼
準
備
す
る
も
の

・ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
で
き
る
屋
内
の
部
屋

・講
習
中
の
事
故
に
対
応
す
る
保
険
な

　
ど
へ
の
加
入

▼
申
込
期
限
　
実
施
日
の
１
カ
月
前

▼
申
込
方
法
　

　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

■問
・
■申
■込
（市）
健
康
増
進
課
　
健
康
政
策
係

　
　
　
　
　８
６
―

０
９
０
０

　負担割合証を発行
　要支援、要介護の認定を受けた方に、自身の負担割合（１割、２割または３割）が記載された「介護保険
負担割合証」を６月下旬に送ります。なお、４０～６４歳以下の方の利用者負担は１割です。

●自己負担割合チェック表

　減額認定証の更新
　食費・居住費の負担限度額認定証などの介護保険サービスにかかる減額認定証の有効期限は７月３１日です。
対象者へは５月下旬に更新の案内を郵送しています。すみやかに市役所３階介護保険課または吉川健康福祉
センターで申請をしてください。

６５
歳
以
上
で
本
人
が

市
民
税
課
税

本
人
の
合
計
所
得
金
額
が

は
い

はい ３割負担
（８月から）

２割負担

１割負担

はい

いいえい
い
え

２２０万円以上

年金収入＋その他の合計所得金額が
・単身で３４０万円以上
・６５歳以上の方が２人以上いる世帯で４６３万円以上

年金収入+その他の合計所得金額が
・単身で２８０万円以上
・６５歳以上の方が2人以上いる世帯で３４６万円以上

１６０万円以上
２２０万円未満

１６０万円未満

いいえ

広告
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Ｑ Ａ
消
費
生
活
相
談

Ｑ＆Ａ　消費生活相談　　■問（市）生活環境課　環境政策・消費者行政係

三木警察署だより　　82－0110

平成30年度　第2回　兵庫県警察官募集

最近の相談から

　突然、作業服を着た2人組が給湯システムの室

外機を見て「保証期間が先月で切れています。毎

月お金を積み立てると、保証期間がさらに10年

延長できてその間修理は無料になるのでローンを

組んでください。」と言われた。高額だったので

断わると「浴室も点検する」と家にも入ってきた 。

結局、「室外機のパッキン5個とストレーナーと

いう部品を取り換えた」と言われ、1万円支払っ

たが、「交換前の部品は車に置いてきた」と言っ

て見せてくれず、取り換えた様子もなかった。領

収書は電話番号を消した名刺の裏に仮領収書とし

て金額だけ書いて置いていった。　（70歳代女性）

　「このまま放置しては大変、すぐに修理が必要です。」

「お金を払ってもらったら保証期間が伸ばせます。

延長した保証期間内であれば、修理は無料です。」

などと言葉巧みに契約を迫ります。

　台所の浄水器や羽毛布団の無料点検を持ちかけ、

高額な契約に誘導するケースもあります。

アドバイス

・こちらから修理依頼をしていない時や知らない業

者で不安な場合など、特に1人の時は注意して対

応してください。

・この場合、クーリングオフはできますが、相手

方と連絡が取れないケースもあり、返金が難しい

こともあります。

商品や契約に関する苦情や多重債務に関すること

　日時　月・火・木・金曜
　　　　午前9時～正午、午後0時45分～4時
　　　　（第4木曜と祝日を除く）
　会場　市役所2階消費生活センター

受付期間　7月11日（水）～8月20日（月）　　申込方法　インターネット、郵送、持参 

試験期日

試験区分
受　験　資　格

年　　齢

試　験　種　目 試　験　日

学　　　　　歴

受験資格など

（県警ホームページQRコード）

防犯カメラ設置補助　　■問・■申■請三木防犯協会（三木警察署生活安全課内）　　83－6780　
　申請期限　１２月２８日（金）まで　 　補助額（上限額）　１箇所８０，０００円（応募件数などにより変更する場合あり）
　補助対象　地域団体などが行う防犯カメラの購入および工事に要した経費（防犯カメラに付随する看板など
　　　　　　については一部補助）

●
詳
細
は
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、

　
三
木
警
察
署
ま
た
は
兵
庫
県
警
察
官
採
用
セ
ン
タ
ー

　（
　
０
１
２
０
―
１
４
５
―
３
１
４
）ま
で
問
い
合
わ

　
せ
て
く
だ
さ
い
。

第一次試験

第二次試験

採用予定
人　　員

昭和58年4月2日以降

生まれの人

昭和58年4月2日～平成

13年4月1日生まれの人

4年制大学（これと同等と認める大学などを
含む）を卒業した人、または平成31年3月
までに卒業見込みの人

上記Ａ区分以外の人

教養・論文試験、適性検査

体格・体力検査、面接試験、適性・身体検査など

9月16日（日）

10月9日（火）～22日（月）のうち指定する1日

男性

女性

男性

女性

81人

10人

130人

15人

Ａ
一
　
般
　
区
　
分

Ｂ

　
市
で
は
、
美
嚢
川
な
ど
市
内
７
河
川
、

１５地
点
で
水
質
検
査
を
行
い
、
河
川
の

汚
れ
を
監
視
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
２９
年
度
の
結
果
、
河
川
の
汚
れ

を
示
す
Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物
化
学
的
酸
素
要

求
量
）
は
、
１５
地
点
全
て
で
環
境
基
準

を
達
成
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
、
シ
ア
ン
な
ど
、

人
の
健
康
の
保
護
に
関
す
る
項
目
も
、

全
て
の
測
定
地
点
で
環
境
基
準
を
達
成

し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
監
視
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

■問
（市）
生
活
環
境
課
　

　
環
境
政
策
・
消
費
者
行
政
係

河
川
や
池
な
ど
の
身
近
な
水
辺
環
境
を
大
切
に

〜
平
成
２９
年
度
　
公
共
用
水
域
測
定
結
果
を
公
表
〜

　
ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
な
ど
の
燃
料
や
塗
料
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
原
料
と
な
る
石
油
な
ど
の
危
険
物
は
、
私
た
ち
の
生
活
の

中
で
身
近
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　

　
し
か
し
、
取
り
扱
い
を
誤
る
と
大
き
な
事
故
を
招
く
危
険

が
あ
り
ま
す
。

　
い
ま
一
度
、
取
り
扱
い
に
細
心
の
注
意
を
払
い
、
安
全
確

保
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

■問
（市）
消
防
本
部
　
予
防
課
　
　
8
9
―
0
1
7
1

▼
受
付
期
限
　
６
月
２９
日
（金）

▼
受
付
場
所
　
三
木
交
通
安
全
協
会

　
　
　
　
　
　（
加
佐
２
２
０
―

３
）

▼
対
象
者
　
交
通
安
全
協
会
の
会
員
で
、
過

去
に
禁
固
以
上
の
刑
を
受
け
た
こ
と
が
な

い
な
ど
（
特
例
措
置
が
あ
る
の
で
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。）

▼
持
ち
物
　
免
許
証
、
優
良
運
転
者
証
、
会

員
証
、
印
鑑
、
手
数
料
６
３
０
円

■問
三
木
交
通
安
全
協
会

　
　
8
3
―
2
7
1
5

優
良
運
転
者
を
表
彰

◎

◎

◎

◎ ◎ ◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎◎

◎

北谷川

美嚢川

吉川川

小川川志染川
美嚢川

淡河川

志染川細目川

小中橋

八幡橋
昭和橋

丹生橋

呑吐ダム下流

御坂岩宮

東栄橋久留美 里協橋

上津橋

末広橋別所橋

細目橋

小川橋

危
険
物
安
全
週
間

6
月
3
日
〜
9
日

「
こ
の
一
球
　
届
け
無
事
故
へ
　
み
ん
な
の
願
い
」

自家用自動車

営業用自動車

原付自転車

〈運転年数表〉

金賞 銀賞 銅賞

２０年

１５年

３０年

１５年

１０年

２０年

８年

５年

１０年

水　系　別　状　況
測定地点別ＢＯＤ75％値の分布図

平
成
３０
年
度
危
険
物
安
全
週
間
推
進
標
語

◎



ひとりで悩まずご相談ください
相談日が祝日は休みの場合があります

人
権
の
目

み
っ
き
ぃ
ナ
ビ

相
　
談

子
育
て

催
　
し

施
　
設

く
ら
し

募
　
集

教
室
・
講
座

健
　
康

市

民

相

談

Ｄ
Ｖ
・
い
じ
め
・
こ
こ
ろ
の
相
談

相談項目

行政相談（面談）

法律相談（面談）

弁護士による法律
相談（面談）

家事（家庭問題）
相談（面談）

建築なんでも相談
（面談）

市民ふくし相談
（電話・面談）

成年後見相談
（電話・面談）

成年後見専門相談
（面談）

消費生活相談
（電話・面談）

年金相談（面談）

税務相談（面談）

高齢者虐待相談
（面談）

人権相談（面談）

人権相談
（電話・面談）
農地に関する悩み
相談（面談）

外国人のための
生活相談（面談）

パソコンの定期相
談（面談）

DV 相談
（電話・面談）

子どもいじめ相談
（電話・面談）

こころの相談
（電話）

青少年悩みの相談
（電話・面談）

国の仕事やその手続き、サービス
（保険・年金、道路、社会福祉
など）に対する苦情や要望など
相続、売買、贈与、訴訟、債務
整理、土地の登記などの手続き
に関すること

土地の境界、分筆に関すること

家庭の問題、不動産、遺産相続、
消費者被害、損害賠償、交通事
故、債務整理、刑事事件など

建築物全般、欠陥住宅、増改築、
業者との金銭トラブル、係争中
の建築物の解消方法など

成年後見制度の利用や手続きに
関することなど

成年後見制度の利用などに関す
ること

商品や契約に関する苦情、多重
債務に関すること

被保険者記録、年金見込額、年
金の請求に関すること

相続税、贈与税、譲渡所得な
ど、税金に関すること

高齢者の虐待に関すること

名誉・信用の侵害やいやがらせ、
いじめなど、人権に関すること

パソコンで資料を作りたい、写
真を取り込みたい方など
配偶者や恋人からの言葉による
精神的暴力や身体的暴力などに
関すること

子ども（中学生まで）のいじめ
に関すること

うつや自殺予防のための当事者
と家族の相談など

不登校、性格、親子関係、友人
関係、いじめなどに関すること

農地に関すること

生活に関すること全般（英語・
スペイン語）
※他の言語は要相談。

同和問題、性的少数者、障がい者
差別など様々な人権に関すること

日常生活の悩みや困りごとに関
すること

土地境界相談（面談）

内　容 相談日時・予約など 相談場所・電話番号 問い合わせ

夫婦の諍い、離婚に係る悩み、
子どもの親権、面会交流、養育
費、財産分与、家庭内暴力、家
族間に生じたトラブルに関する
こと

いさか

6月20日（第3水曜）
午後1時30分～3時30分

市役所2階
入札室

女
性
・
子
育
て
・
教
育
相
談

障
が
い
者
等
の
相
談

職
業
相
談

各

種

相

談

相談項目

女性のための相談
（電話・面談）

女性のための弁護
士相談（面談）

子育て相談
（電話・面談）

児童虐待相談
（電話・面談）

発達教育相談
（面談）

あんしん相談
（電話・面談）

教育相談
（電話・面談）

障がい者福祉相談
（面談）

身体障がい者相談
（面談）
手話通訳相談
（面談）
要約筆記相談
（面談）

障がい者虐待相談
（電話・面談）

障がい者の就労相
談（電話・面談）

障がいを理由とす
る差別の相談
求人閲覧・仕事の
紹介（面談）

雇用保険・職業訓
練（面談）

経営・創業相談
（面談）

さわやか県民相談
（電話・面談）
法律相談
（テレビ電話）
家事相談
（テレビ電話）
夜間法律相談
（電話）
高齢者・障がい者のための弁護士法律相談
（電話）

母子・父子家庭相談
（電話・面談）

離婚問題、夫婦、家族、友人、
職場の人間関係、子育てや介護、
心や体、性的少数者、生き方に
ついてなどの悩み

配偶者や恋人間のトラブル（Ｄ
Ｖ、離婚、借金、ストーカー被
害）など

ひとり親家庭の経済面や子ども
の養育、就労、離婚問題など、
生活全般に関すること

しつけや親子関係など、子育て
における不安や悩み

児童虐待についての相談、通告

発達の遅れや偏りが気になる児
童生徒に関すること

支援の必要な子どもや障がいの
ある方の悩みや支援など

障がいのある方やその家族の悩
みごとや困りごとなど

身体に障がいのある方の悩みご
とや困りごとなど

障がい者の虐待の通報に関する
こと

障がい者の就労に関する相談や
支援に関すること

障がいを理由とする差別の解消
に関すること

ハローワークの求人閲覧と仕事
の紹介に関すること

雇用保険の手続きと職業訓練に
関すること

経営や創業・開業など、ビジネ
スに関すること

県政に関することや日常生活上
の諸問題など

日常生活上の法律問題など

離婚や相続など家事に関すること

解雇、多重債務、生活保護、家
庭の問題など

聴覚に障がいのある方の悩みご
とや困りごとなど
手話通訳者、要約筆記者の派遣
に関すること

教育全般に関すること

内　容 相談日時・予約など 相談場所・電話番号 問い合わせ

①電話相談
　火曜　午前10時～正午、木曜　午後1時～4時
②面接相談（要予約。1人50分）
　火曜　午後1時～4時、木曜　午前10時～正午

6月27日（第4水曜）
午後1時40分～4時20分（1人40分）
（要予約。受付は6月22日（金）まで、ただし
先着4名。事前の面談があります）

①電話相談　月～金曜　
②面接相談　月～金曜（要予約）　
　午前9時～午後4時（①②共通）

①電話相談　月～金曜　
②面接相談　月～金曜（要予約）
　午前8時30分～午後5時（①②共通）

①電話相談　月～金曜
②面接相談　月～金曜（要予約）
　午前8時30分～午後5時（①②共通）

6月21日（木）　午後2時～5時（指導主事）
6月22日（金）　午後2時～5時（医師）
（要予約。受付は6月1日（金）～、ただし先着
各3名、1人60分）

①電話相談　月～金曜　午前9時～午後5時
②面接相談（要予約）
　（ア）火曜　午前9時～午後5時　　
　（イ）6月18日（月）　午後2時～5時

①電話相談　月～金曜　
②面接相談　月～金曜（要予約）　
　午前9時～午後5時（①②共通）

6月9日（第2土曜）
午前10時～午後3時

月～金曜　午前8時30分～午後5時

月・木・金曜　午前8時30分～午後5時

①電話相談　月～金曜
②面接相談　月～金曜（要予約）
　午前8時30分～午後5時

①電話相談　月～金曜
②面接相談　火・木曜（要予約）
　午前9時～午後5時（①②共通）

月～金曜　午前8時30分～午後5時

火～土曜　午前9時～午後5時

月～金曜　午前8時30分～午後5時15分

月～金曜　午前9時～午後5時30分

木曜　午後1時30分～3時30分
（要予約）

第2・4金曜　午後1時30分～4時30分
（要予約）

第2・4日曜　午後5時～9時

火・木曜　午後1時～4時

火～土曜　午前9時～正午、午後1時～4時
30分（要予約）
6月9日（第2土曜）は週末起業相談会

①月～金曜　午前8時30分～午後5時
（要予約）
②6月6日（水）、22日（金）
　午後2時～4時（要予約）
③月～金曜　午前9時～午後5時
　（要予約。受付は相談日の前日まで）

①　89－2354
②男女共同参画セ
　ンター（教育セン
　ター3階）

男女共同参画セン
ター（教育センタ
ー3階）

①　82－0151
②子育て支援課
　（教育センター内）

①　82－9910
②子育て支援課
　（教育センター内）

①　83－2020
②教育センター

市民活動センター

市役所3階
障害福祉課

ハローワーク西神
（神戸市西区糀台
5－3－8）

中小企業サポート
センター
（サンライフ三木２階）

北播磨県民局
さわやか県民相談
室（加東市社字西
柿1075－2）
　0120－61－7830

　078－341－9600

　078－362－0074

市役所3階
障害福祉課

ふるさとハローワーク
（サンライフ三木内）

　89－2336

①　090－6984－0684
②市役所3階
　障害福祉課

①市役所3階
　障害福祉課
②吉川健康福祉セ
　ンター
③障害者総合支援セ
　ンターはばたきの丘

①　83－2266
②子育て支援課
　（教育センター内）

教育センター

①　83－2020
②（ア）教育センター
　（イ）吉川健康福祉
　　センター

（市）広報広聴課

男女共同参画
センター
　89－2331

教育センター
　83－2020

ハローワーク西神
　078－991－1100

ふるさとハローワーク
　86－8609

（市）障害福祉課
　 82－9943

障害者基幹相談
支援センター
（市役所内）

中小企業サポー
トセンター
　70－8008

北播磨県民局
　0795－42－5111

（市）子育て支援課
　82－0151

（市）子育て支援課
　82－9910

（市）子育て支援課
　83－2266

社会福祉協議会
　82－4043

成年後見支援セ
ンター
　83－0226

（市）生活環境課

（市）税務課
管理係

明石年金事務所
　078－912－4983

市役所2階
入札室

市役所2階
入札室

市役所2階
入札室

①市民活動センター
　　86－7575
②吉川健康福祉センター
　　72－2940
①　83－0226
②成年後見支援セ
　ンター（総合保健 
　福祉センター2階）
成年後見支援セン
ター（総合保健福
祉センター2階）
相談員 司法書士

市役所2階
消費生活センター

教育センター

市役所5階
501会議室
相談員 近畿税理士
会三木支部の会員
市役所3階
中央地域包括支援
センター
①緑が丘町公民館
②市役所2階
　入札控室

総合隣保館
　82－8388

市役所2階
農業委員会

市役所4階
国際交流協会

市民活動センター

①②
　82－8300

①　82－8110
②子どもいじめ防
　止センター（教
　育センター3階

　89－2471

①　82－8686
②教育センター

市役所2階
入札・入札控室

6月13日（第2水曜）
午後1時30分～3時30分（1人20分）
（要予約。受付は6月1日（金）～前日の午前中
まで、ただし先着各6名）

6月21日（第3木曜）
午後1時30分～4時30分（1人40～50分）
（要予約。受付は6月1日（金）～前日の午前中
まで、ただし先着3名）
※法律的な判断を要する相談を除く

6月8日、22日（第2・4金曜）
午後1時30分～3時30分（1人50分）
（要予約。受付は6月1日（金）～前日の午前中
まで、ただし先着各2名）

①水曜・第2、4土曜　午前10時～午後3時
②6月4日、18日（第1・3月曜）
午後1時30分～4時

①電話相談　月～金曜
②面接相談　月～金曜（要予約）
午前8時30分～午後5時（①②共通）

6月14日（第2木曜）
午後1時30分～4時30分（1人50分）
（要予約。先着3名）

月・火・木・金曜（第4木曜除く）
午前9時～正午、午後0時45分～4時

7月10日（奇数月第2火曜）
午前10時～午後3時30分
（要予約。受付は7月2日（月）まで）
次回は9月11日
6月13日（第2水曜）
午後1時30分～3時30分（1人30分）
（要予約。受付は6月11日（月）まで、ただし
先着4名）次回は8月8日

月～金曜　午前9時～午後4時
（要予約）

①6月 1 日（金）　午後1時～4時
②6月21日（木）　午後1時～4時

月～金曜　午前9時～午後4時

6月8日（第2金曜）午前9時～午後5時
（要予約）

月～金曜
午前10時～午後5時（要予約）

6月2日、16日（第1・3土曜）
午前10時～正午

①電話相談　月～金曜　
②面接相談　月～金曜（要予約）
　午前9時～午後5時（①②共通）

月～金曜　午前9時～午後5時
※時間外は他の相談窓口を紹介します。
①電話相談　月～金曜　
②面接相談　月～金曜（要予約）
　午前9時～午後5時（①②共通）（②1人50分）

6月から相談日が月～金曜に変更にな
りました。

6月14日、28日（第2・4木曜）
午後1時30分～4時30分（1人20分）
（要予約。受付は6月1日（金）、4日（月）、5日（火）定員各
8名。定員を超えた場合は抽選、ただし初回の方優先）

県弁護士会
　078－341－7061

中央地域包括
支援センター
　89－2337

（市）人権推進課
（総合隣保館）
　82－8388

農業委員会事務
局（市役所内）

市民活動センター
　82－0564

国際交流協会
　　0794－89－2318

DV相談室
　82－8300

（市）障害福祉課

教育センター
　83－2020

子どもいじめ防
止センター
　82－8110

FAX

FAX
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【内】内科　　　【小】小児科　　　【整】整形外科　【脳外】脳神経外科　【眼】眼科　　　【精】精神科
【呼】呼吸器科　【神内】神経内科　【外】外科　　　【泌】泌尿器科　　　【循】循環器科

日日時　場場所　対対象　内内容　講講師　期募集・受付期間　費費用　持持ち物　託託児　休休み
申申込（�電話　窓窓口　郵郵便　FAXファックス　　E-mail　　インターネット）
定定員（先先着　抽定員を超えると抽選） 問問い合わせ（　電話番号・FAXファックス・ 　E-mail）

記号の意味

　歯と口の健康は、全身の健康にも関係してくるので、
今一度自分の歯と口について見直してみましょう。
　歯科医師による無料歯科健診・歯科相談、歯科衛生士
による歯磨き方法や虫歯・歯周病予防の話も聞けます。
　みっきぃ☆にこにこ体操も紹介するのでDVDを見な
がら一緒にお口の体操をやってみましょう。

　コーナー紹介

・歯科健診
・歯科相談（むし歯・歯周病・義歯・歯並びなど）
・ブラッシング指導・フッ化物塗布
・みっきぃ☆にこにこ体操・
　在宅訪問歯科紹介
・高齢者よい歯のコンクール
・小学生絵画展

■日 6月9日（土）　午前9時30分～正午
■場総合保健福祉センター
●「高齢者よい歯のコンクール」参加者募集
　70歳以上のよい歯自慢の市民の方応募してください。
かかりつけの歯科、または下記まで申し込んでください。
■問・■申■込（市）健康増進課　　86－0900（当日参加可）

関西国際大学で市民講座を同日開催
演題 「とっても怖い口の中のがんー早期発見が生きる鍵ー」
■日午後1時30分～3時45分（受付　午後1時～）
■場関西国際大学　三木キャンパス
■講横尾 聡 教授（群馬大学大学院医学系研究科）
■期 6月6日（水）まで　■申■　■FAX　■定□先１５０名
■問・■申■込関西国際大学コミュニティ交流総合センター
　　　　　84－3505　　84－3562

「歯と口の健康展」を開催 

休日当番医・小児科救急当番医・休日歯科診療

科医師会から歯歯

２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０

１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

１０ １１ １２ １３ １４ １５ １６

１７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３

日 月 火 水 木 金 土

小児科神沢クリニック
福井3丁目
　83－5950

小島医院
末広1丁目
　82－1057

藤本クリニック
緑が丘町西2丁目
　85－6262

宮崎小児科内科医院
大村
　82－2131

藤本クリニック
緑が丘町西2丁目
　85－6262

かわい子どもクリニック
志染町中自由が丘1丁目
　85－8466

小児科神沢クリニック
福井3丁目
　83－5950

小児科神沢クリニック
福井3丁目
　83－5950

【循・呼・内】岸本医院
福井1丁目　 83－3008
【眼】赤松眼科医院
末広1丁目　 82－6546

【内】中村内科胃腸科
志染町中自由が丘3丁目　 87－2486
【外・脳外・整】服部病院
大塚　 82－2550

【内・小】神沢医院
別所町高木　83－1510
【眼】内薗眼科医院
緑が丘町東1丁目　84－0235
【精・神内】羽賀神経内科医院
志染町西自由が丘1丁目　85－1050

【内】みきやまリハビリテーション病院
大塚1丁目　 83－3316
【泌・内】田中クリニック
末広1丁目　 83－7000

 休日歯科診療

 休日歯科診療

 休日歯科診療

 休日歯科診療

　当番医および診療科目は変更する場合がありますので、当日の新聞または事前に
医療機関へ確認してください。緊急時のみ利用してください。 

休日当番医

小児科救急当番医

休日歯科診療

■日午前9時～正午、午後1時～5時（受付：午後4時30分まで）

■日火・木曜　午後6時30分～9時30分（受付：午後9時まで）

■日午前9時～正午（受付：午前11時30分まで）

■場 休日歯科診療所（総合保健福祉センター内）　86－0903　■持 健康保険証

　健 診　　　　対象者には10日前までに案内文を送付

乳児集団健康診査
　■日 6月27日（水） 受付は午後1時～2時　
　■場総合保健福祉センター　
　■対平成30年2月生まれ
　　（平成30年1月生まれも受けられます）
　　 次回の予定　7月25日（水）

1歳6カ月児健康診査
　■日 6月14日（木） 受付は午後1時～2時　
　■場総合保健福祉センター　
　■対平成28年11月生まれ　　次回の予定　7月12日（木）

3歳児健康診査
　■日 6月15日（金） 受付は午後1時～2時　
　■場総合保健福祉センター　
　■対平成27年5月生まれ　　次回の予定　7月13日（金）

　母 子
母子健康手帳の交付・妊婦健康診査費の助成
　■対妊婦
　■持領収書原本、印鑑、預金通帳など振込先が確認できるもの、

マイナンバーが確認できるもの、運転免許証などの本人
確認ができるもの

　　 母子健康手帳の交付と同時に妊婦健康診査費の助成申請も
受付します。

Enjoyマタニティ教室（リラクゼーションコース）
　■日 6月28日（木） 午後1時30分～3時　
　■場総合保健福祉センター　
　■対市内に住民登録のある妊婦で、主治医より安静指示が出て

いない妊娠経過が安定している方
　■費無料　■持母子健康手帳、バスタオル
　■申■86－0900【要予約】

乳房管理指導等における費用の助成
　■対産後12カ月までの母親（受付は14カ月まで）
　■持母子健康手帳、領収書原本、印鑑、預金通帳など振込先が
　　 確認できるもの

離乳食クッキング
　■日 6月29日（金） 午前10時～午後0時30分　
　■場総合保健福祉センター　
　■対市内に住民登録のある乳児の保護者
　■費 200円　■持母子健康手帳、エプロン
■託□先 12名　■申■86－0900【要予約】

　相 談
妊産婦・乳幼児健康相談
　身体測定や育児・栄養・歯科・母乳などの相談
　■日 6月11日（月） 午前10時～11時30分　
　■場・■問総合保健福祉センター

乳幼児発達専門相談（すこやか相談）
　子どもの言葉や発達、行動面の相談
　■日 6月13日（水） 午後1時～3時
　■申■【要申込】
　■場・■問総合保健福祉センター

成人保健相談
　医師・保健師・栄養士による相談、血液検査（■費 1,000円
　要申込）、血圧測定、尿検査など
　■日①6月13日（水） 午後2時～3時30分
　　 ②6月26日（火） 午後1時30分～3時
　■申■（血液検査）
　■場・■問①吉川健康福祉センター
　　　　②総合保健福祉センター

不妊・不育専門相談
　妊娠しても流産を繰り返す習慣流産「不育症」に関すること
　電話相談　　078－360－1388
　■日 6月2日（土）、16日（土） 午前10時～午後4時
　面接相談　【要申込】
　■日①6月5日（火）、7月3日（火） 午後2時～3時
　　 ②6月9日（土） 午後2時～5時
　■場①兵庫医科大学病院内
　　②（県）男女共同参画センター
　■期原則面談日の5日前まで
　■申　078－362－3250

男性不妊専門相談
　■日 6月6日（水）、7月4日（水）　午後3時～5時
　■場申込時にお伝えします
　■期原則面談日の5日前まで
　■申　078－362－3250【要申込】

　その他
ファースト講習会（体力測定室の会員登録）
　■日 6月30日（土） 午前9時30分～午後0時30分　
　■場総合保健福祉センター　
　■対16歳以上　■期 6月26日（火）まで
　■費1,600円（登録証代含）
　■持運動ができる服装、室内用運動靴、
　　タオル、飲料
　■申■■86－0900【要予約】

スマートフォン
専用QRコード

健康のページ
総合保健福祉センター　　86－0900
吉川健康福祉センター　　72－2210

健康のページ
総合保健福祉センター　　86－0900
吉川健康福祉センター　　72－2210

来場者にはプレゼントを
準備しています！

FAX

小児救急医療電話相談 　子どもの急な病気やけがなどお気軽に相談してください。
看護師などが相談に応じます。

北播磨小児救急医療
電話相談センター
　午後6時～10時
　（祝日・年末年始を除く）
　　62－1371

兵庫県小児救急医療電話相談
　月～土　午後6時～翌日午前8時
　日曜・祝日・年末年始　午前8時～翌日午前8時
　プッシュフォン・携帯電話・スマートフォン　　＃8000
　ダイヤル回線・IP電話用　　078－304－8899
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　スポーツ推進委員の紹介

　スポーツ推進委員は、市民の皆
様の健康づくりのお手伝いをする
ため、スポーツの技術指導や助言、
身体を動かす楽しさなどを踏まえ、
事業の企画・運営などを行ってい
ます。
　スポーツのイベントで協力でき
ることがあれば、問い合わせてく
ださい。

■問（市）文化・スポーツ課

特定医療費（指定難病・小児慢
性）受給者証の更新

　特定医療費（指定難病・小児慢
性）受給者証の更新交付を希望す
る方は、手続きを行ってください
（対象者には郵送で通知）。
　受給者証の有効期間内であれば
更新手続きは可能です。
　有効期限を過ぎると新規での受
付となります。
■対有効期限が９月３０日までの受給
者証を持つ方

■問（県）加東健康福祉事務所
地域保健課
　 0795－42－5111

スズメバチの駆除

　個人住宅やその庭木などにスズ
メバチが巣を作り、市民の皆様に
危害が及ぶおそれの
ある場合、市が巣の
除去を行います。
■問（市）生活環境課

　神戸電鉄粟生線活性化協議会では、「神戸電鉄粟生線地域公共交通網形成計画」に基づく交通結節点の強
化の取組として、駅の美装化を実施しました。
　実施駅
　神戸電鉄　①広野ゴルフ場前駅　②大村駅
　実施内容
　経年劣化などにより老朽化の著しい駅ホームの背壁
　を補修（大村駅はベンチも補修）
　今後の予定
　平成３３年度末までに「駅の美装化」を順次、実施
　します。

■問（市）交通政策課

神戸電鉄粟生線活性化協議会からのお知らせ

広野ゴルフ場前駅・大村駅で「駅の美装化」を実施

（施工前） （施工後）

②

①

・代表委員は担当農業委員の都合が悪い場合にその地域の調査活動などを行います。
・農業委員は農地転用、非農地証明などについて担当地域の調査などを行います。
・推進委員は農地などの権利移転、利用権設定について担当地域の調査などを行います。
・各地区担当の詳細は、農業委員会事務局または市ホームページで確認してください。

　農地の売買、転用などについては、担当の農業委員、農地利用最適化推進委員（以下「推進委員」という。）
または事務局に相談してください。
　各地区担当委員一覧（敬称略）　　　任期　平成３０年５月１日から３年間
　・会長　鷲尾　信彦　　・会長職務代理者　島内　裕治

全　域（活動計画の策定見直しなど）

新しい農業委員・推進委員が決定　　　　　　　　　　　　■問（市）農業委員会事務局

推 進 委 員

戸 田 重 光
横 谷 修 一
二 杉 哲 夫
神澤美根男
山 崎 大 志
米 村 泰 臣
仲 上 宏 貴
中 井 人 見
池 尻 　 勝
大 西 伸 幸
藤 � 恭 一
谷 井 啓 人
尾 � 広 美
藤 原 都 夫
古 家 順 一
津 下 純 一

－

農 業 委 員

末 廣 照 雄
藤 田 和 弘

田 中 康 博

鷲 尾 信 彦

藤 原 繁 実
小 嶋 茂 業

松 本 昭 夫

島 内 裕 治
清 原 義 雄

田 中 宗 男

長谷川いづみ

井 筒 明 美

地 域 区 分

三　　　木
久　留　美

別　　　所

志　　　染

細　　　川

口　吉　川

東　吉　川

中　吉　川

上　吉　川

代 表 委 員

藤 田 和 弘

小 嶋 茂 業

清 原 義 雄

培崎

培崎

映像で学ぶ！はじめての「成年
後見制度」

　成年後見制度の内容と後見人の
役割についての映像上映（出前講
座随時受付中）。
■日６月２２日（金）
午前１０時～１１時

■場中央図書館
■期６月２１日（木）まで
■費無料
■申■　■FAX■　住所、氏名、電話番
号を明記し、申し込んでくださ
い。

■問・■申■込成年後見支援センター
　　83－0226　 　86－0860
　　chiiki@miki.or.jp

普通救命講習（Ⅰ・Ⅱ）

（Ⅰ）基礎的な心肺蘇生やＡＥＤを
使った講習などを行います。
（Ⅱ）Ⅰに加え、筆記試験や実技試験
があります。
■日（Ⅰ）６月９日（土）
　　午前９時～正午
（Ⅱ）６月１０日（日）
　　午前９時～午後１時

■場消防本部
■費無料
■申■　■窓
■定□先各３０名
■問・■申■込
（市）消防署　救急救助課
　 89－0173

　
　

頭の健康チェック

　２０分程度の対話形式の記憶力
チェック、結果説明、健康相談など
■日①６月２０日（水）
②６月２６日（火）
午前１０時～午後４時
■場中央地域包括支援センター
①西部サブセンター
　（旧市民病院管理棟２階）
②吉川サブセンター
　（吉川健康福祉センター）

■期①６月１９日（火）まで
②６月２５日（月）まで

■申■　　
■定□先各５名
■問・■申■込
中央地域包括支援センター
①西部サブセンター
　　83－0160
②吉川サブセンター
　　72－2222　

監査委員に石本成史さん

　５月の市議会本会議で任命同意
を受け、代表監査委員に石本成史
さんが就任されました。
■問（市）監査委員事務局

Hello Friends
（ＡＬＴ英会話サービス）

●WEB「三木市学校教育課」
　で検索

ゴルフ場利用税は県や市町の貴重な財源

　ゴルフ場利用税はその１０分の７がゴルフ場のある市町に交付され、
周辺環境の保全など地域の行政サービスを支える貴重な財源となって
います。税額はゴルフ場の規模、利用料金などに応じて定められてお
り、１人１日あたり、３００～１，２００円となっています。
　次の方はゴルフ場利用税が非課税です。
　・１８歳未満、７０歳以上の方
　・障がいのある方
　・学校の教育活動としてゴルフを行う学生・
　　生徒・教員　など
■問（県）加東県税事務所　　0795－42－9341　

FAX

まさひと

日日時　場場所　対対象　内内容　講講師　期募集・受付期間　費費用　持持ち物　託託児　休休み
申申込（�電話　窓窓口　郵郵便　FAXファックス　　E-mail　　インターネット）
定定員（先先着　抽定員を超えると抽選） 問問い合わせ（　電話番号・FAXファックス・ 　E-mail）

記号の意味
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児童センターからのお知らせ
■問・■申■込　82－2069
■休第4木曜
　お知らせ　
　７月２日～１１日は工事のため
　休館します。　
　開館時間　午前９時～正午　
　　　　　　午後１時～５時　
　申込時間　午後１時～４時３０分

ママのおしゃべりタイム（申込不要）
■日①６月１１日（月）　②６月２１日（木）
午前１０時３０分～正午
■場①志染町公民館
②自由が丘公民館

■対子育て中の方。
妊娠中の方も
一度見学にお
越しください。

音楽あそび
あおにいとあそぼう
■日６月２２日（金）
午前１０時～１１時３０分
■場三木南交流センター
■対乳幼児と保護者
■講あつみゆうすけさん
　（生涯学習サポート兵庫）
■持動きやすい服装、お茶
■申■　■窓　■定□先５０組

子育て講演会
赤ちゃんの心も育つかかわり方
■日６月２５日（月）
午前１０時３０分～正午

■場教育センター　４階中研修室
■対乳幼児の親、妊娠中の方、子育
てに関心のある方

■講永原郁子さん
（マナ助産院院長）
■申■　■窓　
■定□先３０名
■託□先１歳以上（■期６月１１日（月）まで）

母親リフレッシュ教室
赤ちゃんと一緒にフラダンス
■日６月２９日（金）
午前１０時～１１時３０分
■場児童センター　遊戯室
■対 首がすわっていて実施当日０
歳の乳児と母親（兄姉は託児
を利用してください）

■講門戸ちさとさん
■持動きやすい服装、だっこひも、
お茶

■申■　■窓　■定□先１６組
■託□先１歳以上（■期６月１５日（金）まで）

赤ちゃんのための初めてキャラバン
「ファースト」
キャラバンって何？どんなことを
するの？を親子で体験しませんか。
■日７月３日～１７日（火曜　全３回）
午前１０時～１１時
■場３日、１０日　教育センター　和室
１７日　児童センター　プレイルーム
■対 平成３０年１～３月生まれの乳児
と母親

■持バスタオル、
お茶

■申■　■窓　
■定□先１０組

「赤ちゃんがきた！」
～はじめてのママのための
　親子の絆づくりプログラム～
■日７月５日～２６日　（木曜　全４回）
午後１時３０分～３時３０分

■場５日　教育センター　和室
１２日、１９日、２６日　
児童センター　プレイルーム

■対７月５日時点で２～５カ月の乳児
（第１子に限る）と母親
■費テキスト代７７８円
■申■　■窓　
■定□先１０組

　チャイルドシートの貸し出し

■日６月２３日（土）
午前９時３０分～１１時

■場市役所北玄関
■期６月２２日（金）まで　
■申■　■窓　
■定□先２２名
（５／２４現在。７月分受付可）
幼児用シート（ＩＳＯＦＩＸ型も）の寄
贈をお願いします。ボランティア
も募集中。
■問・■申■込（市）生活環境課

　みき人形劇リレー

■日６月２４日（日）
午前１１時～１１時３０分
■場中央図書館　１階視聴覚室
■内えんげＫＩＤＳによる
「たろうのともだち」
■定満員になった場合は入場を制限
します

■問中央図書館　　83－1313

　おっちゃんの絵本読み聞かせ会

■日６月２３日（土）
午前１１時～１１時４５分

■場吉川図書館　多目的室
■内ＭＥＮ’Ｓ絵本プロジェクト
　“いぶし銀”によるおはなし会
■問吉川図書館　　72－1108

図書館スタッフによる
たなばたのおはなし会
■日７月１日（日）
午後２時～２時３０分

■場吉川図書館　おはなしコーナー
■問吉川図書館　　72－1108
■休２８日（木）

　夏休み期間　アフタースクール入所児童を募集

■対昼間保護者が家庭にいない市内在住の小学生
■期６月１５日（金）まで
利用期間　７月２１日（土）～８月３１日（金）　午前７時４５分～午後６時
（８月１３日～１５日および日曜・祝日は休み）　
・土曜保育は希望者のみ（要申込）
・延長保育は午後６時～７時（要申込）
■申■窓市役所５階教育・保育課や各アフター
スクール、市ホームページにある申請書
類に必要事項を明記し、下記または各ア
フタースクール（受付：午後２時～６時）
に申し込んでください。

　定員を超えた場合は抽選（学年が低い順に優先）。

■問・■申■込（市）教育・保育課　アフタースクール係

子育て

遊びに来てね！子育てキャラバン
10：00～11：30（申込不要）

■問児童センター　　82－2069

■場・■問吉川児童館　　72－2220

日　時内　　　容 場　　　所

日　時内　　　容

志染町公民館

総合隣保館

別所町公民館

ハートフルプラザみき

自由が丘公民館　

緑が丘町公民館

細川町公民館

青山公民館

児童センター

青山公民館

児童センター

みんなであそぼう

すくすくひろば

あかちゃんひろば

わくわくひろば

おもちゃであそぼう

赤ちゃんあつまれ

志染：歯のお話

別所：リズム遊び
自由が丘：歯のお話
緑が丘：歯のお話

児童センター：4～
6月生まれ誕生会

青山：ベビーヨガ

日日時　場場所　対対象　内内容　講講師　期募集・受付期間　費費用　持持ち物　託託児　休休み
申申込（�電話　窓窓口　郵郵便　FAXファックス　　E-mail　　インターネット）
定定員（先先着　抽定員を超えると抽選） 問問い合わせ（　電話番号・FAXファックス・ 　E-mail）

記号の意味

誕生会・歯のお話

足形ぺったん

ひとあし早い七夕

吉川児童館からのお知らせ
■問・■申■込　72－2220
■休日・月曜、祝日
　開館時間　午前９時～正午　
　　　　　　午後１時～４時３０分
　申込時間　午後１時～４時３０分

ベビーマッサージ
■日６月２６日（火）
午前１０時３０分～正午

■場吉川児童館
■対３～４カ月の乳児と母親
■講宮城綾さん
■持バスタオル
■申■　■窓　
■定□先１０組

母親リフレッシュ教室
ヨガ
■日６月２８日（木）
午前１０時～１１時３０分

■場吉川児童館
■対乳幼児の母親
■講競梨恵さん
■持タオル上靴
■申■　■窓　
■定□先１６名
■託□先１歳以上（■期６月１４日（木）まで）

やってみよういろいろ体験
スイーツデコ
～粘土でスイーツを作ろう～
■日６月３０日（土）
午前１０時～１１時５０分
■場吉川児童館
■対小学生
■期６月２２日（金）まで
■費２００円
■持手拭きタオル
■申■　■窓　
■定□先１６名

　児童センター・吉川児童館のスタッフが各会場でお待ちしています。
絵本の読み聞かせやふれあい遊びなど、親子で楽しいひと時を過ごしま
せんか。午前7時の時点で、三木市に警報が発令されている場合は、事
業を中止します。

夏休み期間の利用は
日数にかかわらず、
左記の利用料です。

保護者負担金
延長保護者負担金
土曜日保護者負担金
おやつ代・諸費
保険代（スポーツ安全保険）

１４，０００円
４，０００円
５００円／回
４，０００円
８００円
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　町民釣り大会

■日６月１６日（土）　
受付：午前９時～９時１５分
競技時間：午前９時５０分～１０時
５０分
■場まなびの郷みずほ プール
■対市内在住の中学生以下の方
（小学３年生以下は保護者同伴）
■期６月９日（土）まで　■費無料
■申■　■窓　■定□先３０名

■問・■申■込細川町公民館
　　86－2059

　「トライやる・ウィーク」
　活動場所・ボランティアのバン 
　ク登録のお願い
　市では中学２年生が社会体験活
動を行う「トライやる・ウィーク」
を１１月１２日（月）～１６日（金）まで実施
する予定です。生徒に体験活動の
場を提供できる個人や団体、事業
所などの窓口になる指導ボランテ
ィアの登録をお願いします。
　詳しくは近隣の中学校または下
記まで問い合わせてください。

■問（市）学校教育課　学校指導係

人権教育団体の活動を支援

■対市民が主体となり人権に関わ
る活動を行う１０名以上の団体

■内年間１０万円を上限に３年間助成
■期６月２９日（金）まで
■申■　詳しくは問い合わせてくだ
さい。

■定１団体
■問・■申■込総合隣保館
　 82－8388

　
　成人式実行委員を募集

　成人式の周知・啓発や開催内容
の検討、式典当日などの運営協力。
■対新成人（平成１０年４月２日～１１
年４月１日に生まれた方）

■期６月２９日（金）まで
■申■窓■郵■FAX■　　市ホームページに
ある応募用紙または住所、氏
名、連絡先、生年月日、性別、
出身中学校名を明記し、申し
込んでください。

■定□先１５名程度

■問・■申■込（市）生涯学習課
　　83－3699

募 集

日日時　場場所　対対象　内内容　講講師　期募集・受付期間　費費用　持持ち物　託託児　休休み
申申込（�電話　窓窓口　郵郵便　FAXファックス　　E-mail　　インターネット）
定定員（先先着　抽定員を超えると抽選） 問問い合わせ（　電話番号・FAXファックス・ 　E-mail）

記号の意味

FAX

　観光協会　サポーター会員を募集

　地域の歴史や文化に触れ、まちづくりに関心をもっていただくため
に、サポーター会員を募集しています。
　有効期限　平成３１年５月３１日まで　　　会費　２，０００円
　特典
　・入会記念品として協会オリジナル商品を進呈。
　・観光協会で販売する協会オリジナル商品を定価の１割引で購入できます。
　・観光協会サポータースタンプカード協力店で支払額
　　５００円毎にスタンプ１個進呈。２０個集めると、
　　協力店で利用可能な５００円分の金券を進呈。
　入会手続　観光協会（本町２丁目）にある申込書に
　必要事項を明記し、会費を添えて申し込んでくださ
　い。

■問・■申■込観光協会　　83－8400　■休火曜

■問・■申■込（市）建築住宅課　住宅係

　留意事項
・抽選で落選した方は、今
後空き家が発生した場合
の待機登録者となります
（抽選から１年間有効）。
・当選者の入居は８月中旬
予定。

県営住宅の入居者を募集

　市内にある県営住宅の入居申込を受け付けます（所得制限などの申込資格要件があります）。
■期６月１１日（月）～１５日（金）　　　抽選日　６月１９日（火）　
■申■窓市役所２階建築住宅課にある申込書に必要事項を明記し、提出してください。

住宅名

三木朝日ヶ丘住宅

三木大塚第２鉄筋

三 木 高 木 鉄 筋

階数

2階

1・2階
1～3階
4階

タイプ

2DK

3DK
3DK
3DK

募集戸数

1

1
3
12
4

区　　　分
2人以上世帯用

（高齢者世帯特別目的住宅）

2人以上世帯用

2人以上世帯用

3人以上世帯用
（2人世帯の場合別要件あり）

子育て

　みき演劇セミナー第二十三発
　「わがまちシリーズ第16弾」
　出演者を募集

■日平成３１年３月１７日（日）
■場文化会館　小ホール
■対中学生以上
■費１８，０００円（台本５００円、傷害保
険加入費８００円が別途必要）
練習期間　７月２日～平成３１年３
月１６日（月４～５回）

■定５０名

　
　奨学生を募集

■対・市内在住で、経済的に支援が必要と認められる方（所得制限あり）
・高校（特別支援含む）、大学、専修・各種学校、大学校の必要課程
　を継続して修める見込みのある方

■期６月２６日（火）まで
　給付額　公立高校：６，０００円／月
　　　　　私立高校：１２，０００円／月
　　　　　大学、専修・各種学校、大学校：９，０００円／月
■申■窓高校生は在学校を通じて、その他は
　市役所５階教育総務課に提出してください
　（募集要領は（市）教育総務課または吉川支所、
　各市立公民館、市ホームページにあります）。
■定３００名程度
■問・■申■込（市）教育総務課　政策係

　市民企画講座を支援

　市民が企画する男女共同参画に関する講座の実施を支援します。
　応募要件（次のすべての要件を満たすこと）
　・男女共同参画の実現をめざす内容で市内団体が市内で実施し、参加
　　費が無料
　・実施期間が１０月１日～平成３１年３月３１日
　・他の補助金を受けていない　
　支援内容　講座の開催に係る経費の助成（上限３８，０００円）、広報みき
　および市ホームページへの掲載、チラシの配布
■期７月３１日（火）まで　　
■申■窓■郵男女共同参画センター、総合隣保館、各
　市立公民館、市ホームページにある申請書に必
　要事項を明記し、申し込んでください。
■定１件
■問・■申■込
男女共同参画センター　　89－2331　
〒673－0433　福井1933－12

文化会館から　■問・■申■込　 　83－3300　■休火曜

　第32回 三木「第九」
　演奏会 合唱団員を募集
■日１２月９日（日）　午後３時～
■場文化会館　大ホール
■対小学５年生以上
■費大人：８，０００円
大学・専門学生：１，０００円
高校生以下：５００円

　練習期間　７月８日～１２月８日
　　　　　　（月４回）
■定２００名
■申■窓申込用紙に必要事項を明記し、申し込んでください。

　小・中学校への就学を援助

　市に住民登録があり、経済的な
理由で小・中学校へ就学すること
に支援が必要な家庭に、学用品費
や学校給食費、修学旅行費などの
教育費の一部を援助します。
　なお、この制度には認定基準
（所得など）があるため、毎年申
請が必要です。詳しくは問い合わ
せてください。
■期６月１５日（金）まで
期限を過ぎると、４月にさか
のぼった援助ができなくなり
ます。

■申■窓在学校、市役所５階学校教
育課に申し込んでください。

■問・■申■請（市）学校教育課　学事係

　6月は「児童手当現況届」の
　提出月

　児童手当の受給者は、７月２日（月）
までに現況届を提出してください
（郵送可）。提出が遅れると、６月
分以降の手当の支給が遅れます。
　なお、現況届の用紙は６月上旬
に郵送します。
■問・■提■出
　・（市）子育て支援課　手当係
　・（市）吉川支所　市民生活課
　　　72－0180

　ママヨガ

■日毎週月曜
午前９時３０分～１０時３０分

■場三木山総合公園　
総合体育館　体育室

■対１８歳以上の女性
（３歳までの子ども同伴可）　
■費１，０８０円／回　
■申■　■窓
■問・■申■込三木山総合公園
総合体育館　　83－4445
■休 木曜
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催 し

日日時　場場所　対対象　内内容　講講師　期募集・受付期間　費費用　持持ち物　託託児　休休み
申申込（�電話　窓窓口　郵郵便　FAXファックス　　E-mail　　インターネット）
定定員（先先着　抽定員を超えると抽選） 問問い合わせ（　電話番号・FAXファックス・ 　E-mail）

記号の意味

　第3回三木市レディース
　ゴルフトーナメント
■日７月２０日（金）、２１日（土）
■場美奈木ゴルフ倶楽部
　駐車場　吉川総合公園
　（会場まで無料シャトルバスが運行）

■問（市）観光振興課　ゴルフ振興係

　同和教育セミナー

■日①６月１５日（金）　②６月２２日（金）
③６月２９日（金）　午後７時３０分～

■場①③教育センター
　　 ４階大研修室
②吉川町公民館

■内①インターネット上の差別と人権
②多文化共生社会をめざして
　～在日外国人から見た日本～
③日本国憲法と部落差別

■講①筒崎眞美さん
　（サイバーパトロール監視員）
②後藤みなみさん
　（兵庫県人権教育研究協議会）
③上杉聰さん
　（元大阪市立大学教授）

■問総合隣保館　　82－8388

　三木市の花　「さつき」展覧会

■日６月２日（土）、３日（日）
午前９時～午後５時
（３日は午後４時まで）
■場・三木会場
　　道の駅みき　２階催事場
　・吉川会場
　　山田錦の館　１階研修室
■問（市）文化・スポーツ課

　水泳アドバイザーによる
　クリニックアワー
■日 毎週火曜・土曜
午前１０時１５分～正午

■場三木山総合公園　屋内プール
■対どなたでも
■費無料（入場料別途）
■問三木山総合公園　屋内プール
　　 83－4442
■休木曜、日曜（２４日を除く）、
　２９日（金）

　古式鍛錬

■日６月３日（日）　午前９時～
■場金物資料館横
■内鏝の古式鍛錬を披露
■問三木工業協同組合
　　 82－3154

　お目当てをGET！
　図書・雑誌の無償配布
　図書：約３７０冊、雑誌：約７３０
冊（１人１０冊まで）
■日６月２３日（土）～３０日（土）
午前１０時～午後６時
（なくなり次第終了）
■場吉川図書館　エントランスホール
■問吉川図書館　　72－1108　
■休２８日（木）

職員募集　詳しくは問い合わせてください。
【嘱託員】

【日々雇用】

　
　消防設備士試験

■日８月４日（土）、５日（日）　
■対問い合わせてください。
■期郵送など：６月１５日（金）～２８日（木）消印有効
電子申請：６月１２日（火）～２５日（月）

■申■窓■郵■受下記まで提出してください。願
　書などは、（市）消防本部予防課（　８９－０１
　７１）にあります。
■問・■申■込（一財）消防試験研究センター
　兵庫県支部　　078－385－5799

　
　狩猟免許試験

■日 第１回　姫路：７月２０日（金）、神戸：７月２８日（土）、
　　　　　　淡路：８月４日（土）、養父：８月１１日（土）
　　　　　（淡路・養父は網猟・わな猟試験のみ）
　　 第２回　神戸：９月３日（月）、三田：９月８日（土）、姫路：９月１５日（土）　
■対イノシシなどの狩猟鳥獣を捕獲するのに必要な資格を取りた
い方

■期第１回：６月４日（月）～２２日（金）　第２回：７月２３日（月）～８月１４日（火）
■費５，２００円　■申詳しくは下記に問い合わせてください。
■問（一社）兵庫県猟友会　　078－361－8127

職　　　　　種 応　募　資　格

選挙事務補助員〈■定１名〉
　雇用期間　７月～平成３１年８月末
　試験日　６月２８日（木）

・パソコン操作（ワード・エクセル中級程度）
　が可能な方
・午後５時以降の勤務や土日祝出勤が可能な方

■期６月２２日（金）まで
■申■窓■郵受験申込書、
受験票を提出

■問（市）総務課

職　　　　　種 応　募　資　格

アフタースクール補助員
〈■定１０名程度〉
　雇用期間　７月２１日～８月３１日
　試験日　６月下旬

保育士、社会福祉士、教員免許などの資格を
持つ方、または児童の保育に熱意のある方

■期６月１５日（金）まで
■申■窓■郵履歴書、各資
格証の写しを提出

■問（市）教育・保育課
アフタースクール係

職　　　　　種 応　募　資　格

図書館事務補助員〈■定２名〉
　雇用期間　平成３１年３月３１日まで
　試験日　６月１７日（日）

・パソコン操作が可能な方
・土日祝出勤が可能な方

■期６月１３日（水）まで
■申■窓■郵受験申込書を
提出（５日まで休館の
ため受付は郵送のみ）

■問中央図書館
　83－1313

職　　　　　種 応　募　資　格

障害児タイムケア事業　看護師
〈■定１名〉
　雇用期間　平成３１年３月３１日まで
　試験日　６月１７日（日）

・看護師免許を持つ方
・医療機関業務の経験が５年以上ある方

■期６月１５日（金）まで
■申■窓■郵受験申込書、採
用選考論文、看護師
免許証の写しを提出

■問（市）障害福祉課

【保育教諭・保育士・幼稚園教諭】

職　　　　　種 応　募　資　格

嘱託員
クラス担任　〈■定３名〉
（うち８月下旬、９月下旬採用あり）

日々雇用
・特別支援教育介助員　〈■定２名〉
・遅出　〈■定２名〉

認定こども園　幼稚園教諭免許状および保育

士資格を持つ方

保育所　保育士資格を持つ方

幼稚園　幼稚園教諭免許状を持つ方

■申■窓■郵履歴書、各資
格証の写しを提出

■問（市）教育・保育課

　リサイクル資料無償配布
　
　図書：約９００冊、雑誌：約５５０冊
■日６月１６日（土）　午前１０時～午後６時
（なくなり次第終了）
■場青山公民館　１階多目的室

　1日限定貸出2倍Day
　
　図書・雑誌２０冊、ＣＤ・ＤＶＤ２点貸出。
■日６月１７日（日）　午前１０時～午後６時

　雑誌付録の抽選会
　
　当日、本を貸し出した方に青山図書
館所蔵雑誌の付録の抽選・配布。
■日６月２３日（土）　午前１０時～午後６時
（なくなり次第終了）

あおとフェス2018
■問青山図書館　 87－8000

　図書館まつり～♪楽しいこと、いっぱい！

　①貸出２倍！（図書・雑誌、ＣＤ）　②図書・雑誌のリサイクル
　③図書館ボランティア活動展示　④おはなしリレー　⑤朗読会
■日 ①７月７日（土）、８日（日）　午前１０時～午後６時
②７月７日（土）　午前１０時～（なくなり次第終了）
③７月１日（日）～８日（日）
④７月８日（日）　午前１０時３０分～午後３時３０分
⑤７月８日（日）　午前 １１時～１１時３０分

■場中央図書館　②⑤１階視聴覚室　③１階エントランス
　　　　　　④２階おはなしコーナー

●絵本のお医者さん、修理展示（お渡しが後日になる場合あり）
■日７月８日（日）　午後１時～３時３０分
■場中央図書館　１階視聴覚室
■期６月３０日（土）まで　■申■　■窓 　　■定□先２０名（１人１冊まで）
■問・■申■込中央図書館　　83－1313　■休２８日（木）

こて
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　アロマセラピーで夏の疲れを
　ぶっとばせ!!　香りのジェル作り
■日７月３日（火）
午後１時３０分～３時３０分

■場三木商工会館　４階研修室
■講稲田光夕希さん
　（アロマ健康サロン　アロミーユ）
■期６月２６日（火）まで
■費１，０００円（材料費）　
■定□先１５名（４名以下は開講しません）
■申■窓■郵■FAX住所、氏名、電話番号、講座名を明記し、申し込んでください。

　年金・医療・介護セミナー
　（介護編）
■日７月２５日（水）
午後１時３０分～２時３０分

■場三木商工会館　４階研修室
■講光井浩一郎さん
　〔ジブラルタ生命保険㈱〕
■期７月１８日（水）まで
■定□先２０名（３名以下は開講しません）

　高齢者生きがいセミナー

①映画観賞「マリと子犬の物語」
②上杉鷹山の生き方に学ぶ
③館外研修「神戸市の観光地を訪
ねて」
■日①６月１８日（月）
　午前９時３０分～１１時３０分
②６月２５日（月）
　午前１０時～１１時３０分
③６月２６日（火）
　午前８時５０分～午後５時

■場高齢者福祉センターほか
■対市内在住の６０歳以上
■期６月１日（金）、４日（月）、５日（火）
■費無料
（③別途負担金が必要）
■申■　■窓
■定□抽３３名
■問・■申■込高齢者福祉センター
　　　　　86－0800

　アシックスキッズスポーツチャレンジ

　子どもの得意な分野を見つけることは、運動のモチベーションを高め、
体力を向上させる大切なきっかけとなります。

■日６月３日（日）　午前１０時３０分～午後０時３０分
　　　　　　午後１時３０分～２時３０分
■場三木山総合公園　総合体育館
■対３歳～小学６年生
■内２万人以上の測定値をもとに、参加者の
月齢に応じて運動能力のレベルを分析。

■講アシックスジャパン専門スタッフ
■費５４０円 　■持動きやすい服装、上靴
■申■　
■定□抽１２０名（空きがあれば当日受付可）
■問・■申■込三木山総合公園　総合体育館
　　83－4445　■休木曜

教室・講座

日日時　場場所　対対象　内内容　講講師　期募集・受付期間　費費用　持持ち物　託託児　休休み
申申込（�電話　窓窓口　郵郵便　FAXファックス　　E-mail　　インターネット）
定定員（先先着　抽定員を超えると抽選） 問問い合わせ（　電話番号・FAXファックス・ 　E-mail）

記号の意味

往復はがきの記入方法
・往信の宛先面　
　〒６７５－１３９２
小野市市場町９２６－２５０
北播磨総合医療センター　公開講座事務局
（地域医療連携室）行
・往信の文面　
申込者の住所、氏名、年齢、電話番号を記入
・返信の宛名面　
申込者の郵便番号、住所、氏名を記入
・返信の文面　
何も記入しないでください。
　

　成年後見制度＆日常生活自立支
　援事業を知る市民講座

　成年後見制度や日常の金銭管理、
福祉サービスの利用を手伝う「日
常生活自立支援事業」について学
びます。

■日６月２０日（水）　
午後１時３０分～３時３０分

■場中央図書館　視聴覚室
■期６月１９日（火）まで　
■費無料
■申■　■FAX■　住所、氏名、電話番号、
参加日を明記し、申し込んで
ください。

■定□先１５名
■問・■申■込成年後見支援センター
　　83－0226　　86－0860

　　chiiki@miki.or.jp

　親子で知ろう！
　第1回多文化共生理解講座
　～ベトナム編～

■日６月１０日（日）　
午前１０時３０分～正午

■場教育センター　４階大研修室
■対親子
■内市内在住のベトナム人による母
国紹介、クラフト体験

■講チャウ・ファム・ドック・ハオ
さん

■期６月７日（木）まで　　
■申■　■窓■FAX■　住所、氏名、電話
番号を明記し、申し込んでくだ
さい。

■定□先２０組
■問・■申■込国際交流協会
　 　　89－2318

　　kokusai@city.miki.hyogo.jp

　コミュニケーション教室

　読話や手話を学ぶことで聞こえ
の不自由さを補い、楽しく会話を
しましょう。
■日６月２８日（木）～平成３１年３月
（全９回）　午後２時～４時
■場市民活動センター
■対難聴の方、興味のある方
（途中参加可）
■申■FAX 　住所、氏名、電話番号、
ＦＡＸ番号を明記し、申し込ん
でください。

■問・■申■込身体障害者福祉協会
　難聴部　　88－2838

　食と健康ボランティア養成講座

■日７月～平成３１年１月（木曜　全１３回）
■場県社総合庁舎（加東市社）
■対食を通した健康づくりに関心の
ある方

■内栄養の基礎知識や暮らしの中の
衛生など

■費テキスト代、実習材料費
■申■　　　■定□先３０名程度
■問・■申■込
・（県）加東健康福祉事務所
　健康管理課　
　　0795－42－5111
・（市）健康増進課　　86－0900FAX

FAX

FAX

　iPhone入門講座説明会　
■日６月１８日（月）、２５日（月）　午後１時～２時３０分
■対ｉＰｈｏｎｅに関心がある方、持っているが使い方や活用方法がわからない方
■内ｉＰｈｏｎｅ操作のデモと講座内容の説明（下記のｉＰｈｏｎｅ入門講座を検討す
る場合は、この講座の参加をお勧めします）

■申■　■窓　■定□先 各１６名（６名以下は開講しない場合あり）

　iPhone入門講座

■日・７月２日～８月２７日（月曜　全６回）午後１時～３時
　　・７月４日～８月２２日（水曜　全６回）午前１０時～正午
■対ｉＰｈｏｎｅの操作に悩んでいる方、活用方法がわからず通話とメールしか
使っていない方

■内基本操作を中心に通話やメール以外の活用方法の紹介
■費４，６００円／月　■持ｉＰｈｏｎｅ　■申■　■窓
■定□先 各１６名（６名以下は開講しない場合あり）

　伝統文化こども教室　
①いけばな　②茶道　③筝曲（琴）　④囲碁
■日・■場
①８月～１月　中央公民館、青山公民館
②７月～１２月　中央公民館、別所町公民館、吉川町公民館
③７月～１月　中央公民館
④７月～３月　青山公民館
■対小・中学生
■期 ①６月４日（月）～７月１３日（金）　　②～④６月４日（月）～２０日（水）
■費１，６００円～４，０００円　■申■　
いずれも土曜または日曜、１～４回／月程度。日程、対象者、費用は教
室によって異なるので、問い合わせてください。

■問・■申■込（市）文化・スポーツ課

中央公民館から　■場・■■問・■申■込　82－2007

三木商工会議所から　■問・■申■込　 82－3190　　82－3192FAX

　〒673－0431　本町2丁目1－18

　血管年齢を調べてみよう　～健康そうに見えても実は進んでいる動脈硬化～

　普段の食事やストレス、生活習慣の影響などで知らないうちに血管年齢が実年齢
より高い方が増えています。今の血管の状態を知り、病気を予防しましょう。

■日７月１５日（日）　午前９時３０分～正午
■場北播磨総合医療センター　２階大会議室
■対４０歳以上（今までに受けたことのある方は申し込
みできません）

■内・　口医師（脳神経内科部長）による血管年齢の話
　 ・血管年齢測定
■期６月２２日（金）まで
■費無料
■申 往復はがき（１人１通）で申し込んでください。抽
選の結果は返信用はがきで通知します。

■定□抽５０名
■問・■申■込北播磨総合医療センター　地域医療連携室
　　　　　 88－8800

濱嵋價
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日日時　場場所　対対象　内内容　講講師　期募集・受付期間　費費用　持持ち物　託託児　休休み
申申込（�電話　窓窓口　郵郵便　FAXファックス　　E-mail　　インターネット）
定定員（先先着　抽定員を超えると抽選） 問問い合わせ（　電話番号・FAXファックス・ 　E-mail）

記号の意味

施設イベント施設イベント

　道の駅みき
　■問　 86－9500 
はじめてのお家探し
■日６月２日（土）
　　　３日（日）

資材市in三木　■日６月２４日（日）
刃物研ぎ　■日土曜　午前８時～１１時

　三木ホースランドパーク　
　■問・■申■込　 0120－816－892

第58回JRA理事長杯（馬場馬術・障害飛越競技会）
■日６月５日（火）、６日（水）
■場エクウスの森

第72回兵庫県民馬術大会（障害飛越競技会）
■日６月９日（土）、１０日（日）
■場エクウスの森

まほろばサマーホースショー（障害飛越競技会）
■日６月２２日（金）～２４日（日）
■場エクウスの森

第61回関西学生賞典
総合馬術大会
第43回関西学生複合
馬術大会（総合馬術競技会）
■日６月３０日（土）、
７月１日（日）
■場エクウスの森

　要申込　夏のちびっこアウトドア教室（泊キャンプ）
■日７月２７日（金）、２８日（土）
■場キャンプ場　■期６月１日（金）～
■申■　■窓

　メッセみき　■問　 86－9500

　ヤマダホーム大感謝祭
■日６月２日（土）、３日（日）

　三木山森林公園　■問・■申■込　 83－6100　
　■休水曜　■期６月１日（金）～　■申■　■窓

夜の昆虫観察会
■日７月１４日（土）　午後６時～８時３０分
■場森の研修館　研修室

ハワイアン音楽とフラダンス
■日７月１５日（日）　午後２時開演
■場森の文化館　音楽ホール

第4回美術館で人を描く
■日７月２２日（日）　午前９時３０分～午後４時３０分
■場森の風美術館

　三木総合防災公園

三木総合防災公園グラウンド・ゴルフ大会　
■日６月１５日（金）
■場グラウンド・ゴルフ場

■問三木総合防災公園管理事務所　　85－8408
三木市小学生陸上競技選手権大会　
■日６月１０日（日）
■場第２陸上競技場

三木市中学校総合体育大会　サッカー競技　
■日６月２９日（金）、７月１日（日）
■場第３球技場

■問県立三木総合防災公園　　85－2201

　エフエムみっきぃは三木市と災害・緊急時の放送協定を締結しています。市内で大きな災害が発生または

発生する恐れがある場合に、防災情報や緊急情報を敏速に放送します。洪水や土砂崩れなどの場合は警報な

どの気象情報を、避難の必要がある場合は避難場所の告知や指示を２４時間体制で放送します。

●生活安全ダイアリー　月～金曜　午前９時～
消防本部、三木警察署からのお知らせや災害時の様々な知識・心得、危険
を回避する知恵などをお届けします。

●三木警察署ホットライン　月～金曜　午前１１時～
交通事故防止や防犯意識を高める情報を現職警察官がお届けします。

　市役所　みっきぃホール
　■問 (市)財政課　財産管理係

高齢者大学写真クラブ写真展
■日６月３日（日）～９日（土）

フォト三木・フォト遊友写真展
■日６月１１日（月）～１７日（日）

三木書道協会　書作品展示発表会
■日６月２１日（木）～２３日（土）

南風の会　水彩画展
■日６月２４日（日）～３０日（土）

　さんさんギャラリー オアシス　
　■問　 87－2633　■休水曜

写真子ぞう　グループ展　
■日６月９日（土）～２２日（金）

高齢者大学書道クラブ美雪会による書道展示会
■日６月２３日（土）～７月６日（金）

　堀光美術館　
　■問　 82－9945　■休月曜

企画展
小川忠彦の不思議なアート
■日６月９日（土）～７月１日（日）
■内食パンを使い名画を再現するなど小川忠彦のト
リック・アートを展示。

　旧小河家別邸　■休月～水曜　
　■問観光協会　　83－8400　■休火曜

半夏生茶会
■日７月１日（日）　午前１０時～午後４時
■費５００円（抹茶・和菓子付）
　お茶券販売場所
観光協会、旧小河家別邸喫茶コーナー

　山田錦の館　■問　 76－2401　■休月曜

刃物研ぎ
■日第１、３日曜　午前９時～１１時３０分
■費包丁類４５０円、はさみ類５５０円～

　旧玉置家住宅　■休火曜　
　■問観光協会　　83－8400　■休火曜

ふすまの下張り文書
剥離・解読作業
■日６月２日（土）、１５日（金）
　 午後１時～４時
■内市民ボランティアで
　 つくる「旧玉置家住宅文書保存会」の活動を一

　 　 般公開。

　みき歴史資料館　■問　 82－5060　■休月曜

　歴史講座①　三木の町方と地方
　江戸時代の三木町を構成していた町方十ヶ町と
地方八ヶ町についてお話します。
■日６月１０日（日）　午後１時３０分～３時
■場 みき歴史資料館　３階講座室
■講 伊賀なほゑさん（市文化財保護審議会委員）
■定□先８０名

　別所ふるさと交流館　
　■問　 88－8035　■休月・火曜

刃物研ぎ（包丁は１人１丁限定）
■日６月１５日（金）　午前９時３０分～１１時
■費包丁類４５０円、はさみ類５５０円～

餃子定食の日（さとの会）
■日第２、４金曜　午前１１時３０分～
■費餃子定食５００円（コーヒー券付き）
餃子持ち帰り３００円（７個）

混声合唱団「わいわい・がやがや」
■日第１、４土曜　午前１０時～１１時４０分

　文化会館　■問・■申■込　 83－3300　■休火曜
　有料です。詳しくは問い合わせてください。

爆笑よしもとお笑いライブin三木2018
■日７月１日（日）　午前１１時３０分～、午後３時～
中川家、銀シャリ、もりやすバンバンビガロ、
アインシュタイン　ほか
吉本新喜劇：辻本茂雄　ほか

76.1MHz エフエムみっきぃ　　http://www.fm-miki.jp/　　　86－0761　　86－1761　　761@fm-miki.jp

備えあれば憂いなし！ 防災・防犯コーナー

FAX

災害時の情報をよりきめ細かく放送します　

はんげしょう

まちかた じかた

6月市議会
生中継予定

４日（月）、１３日（水）～１５日（金）、
２５日（月）

＊放送は午前９時５８分～

広告



（万円）

●いずれも工事契約後の申請はできません。

「住まいの耐震化」を進めましょう　　　　　　　■問（市）建築住宅課　建築係

空き家などの実態調査　　　　　　　　　■問（市）生活環境課　環境政策・消費者行政係

住宅簡易耐震診断

住宅簡易耐震診断で「危険」「やや危険」と診断された場合

住宅耐震改修工事費補助 住宅建替工事費補助

　阪神・淡路大震災では家屋の倒壊・家具の転倒などにより多くの尊い命が犠牲となりました。
いつ大きな地震が起きても大丈夫なように、耐震化により住宅を補強しておきましょう。

市から耐震診断員（建築士）を派遣し、住宅の耐震性を診断します。
　対象住宅　昭和５６年５月３１日以前に着工された住宅
　　　　　　（プレハブ住宅は対象外）
　募集期限　１２月２８日（金）
　募 集 数　先着２０件
　費　　用　無料
　応募方法　事前に問い合わせてください。

住宅簡易耐震診断を受け、耐震改修をする方に、工事費用の一部を補助します。

　少子高齢化や経済情勢などの変化により、空き家が増加しています。市では、市内の空き家などの実態
を把握するため、調査を実施します。
　調査結果は、空家等対策計画策定のための基礎資料とします。調査へのご理解とご協力をお願いします。
●この調査は、課税のためのものではありません。

　調査範囲　市内全域（公営住宅は対象外）
　調査期間　６月～８月末を予定（調査は日中のみ）
　委託業者　株式会社ゼンリン
　調査方法
　・調査は市の委託した事業者の調査員が実施します。
　・敷地に入ることはありません（外観調査）。

・調査員は市発行の調査員証を
　携帯し、腕章・名札を着用し
　ています（右図：調査員のイ
　メージ）。不審に思われた時は、
　調査員証の提示を求めてくだ
　さい。

　対 象 者
　市内に対象となる住宅を所有し、所得が１，２００万
　円以下の方
　対象住宅（以下の全てを満たす住宅）
　・耐震診断で「危険」「やや危険」と診断された住宅
　・兵庫県住宅再建共済制度に加入している、ま
　　たは加入する住宅
　・違反建築物でない住宅
　募集期限　１２月２８日（金）
　募 集 数　先着５件
　対象費用
　・地震に対する安全性を確保するための耐力壁の
　　設置、屋根の軽量化、基礎や床面の補強に要す
　　る費用
　・耐震改修を行う室の内装工事に要する費用
　　（家具工事、設備工事除く）
　補 助 額
　・戸建住宅

　・共同住宅　補助率１／２（限度額４０万円／戸）

　対 象 者
　対象となる住宅を建て替えようとする方で、
　所得が１，２００万円以下の方
　対象住宅
　住宅耐震改修工事費補助とぼぼ同じ（一
　部要件が異なります。詳細は問い合わせ
　てください。）
　募集期限　９月２８日（金）
　募 集 数　先着５件
　対象費用
　対象となる住宅の現地建て替えに要する
　費用（除却費を含む）
　補 助 額　１００万円（定額）

振動実験結果　
出典：国立研究開発法人防災科学技術研究所

対 象 費 用

補助額（定額）

５０～

５０

１００～

８０

２００～

１１０

３００～

１３０

補強していない住宅

補強した住宅


